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は
じ
め
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
、「
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
が
ビ
ル
マ
族
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
人
び
と
が
い
る
。
い
わ
ば
ビ
ル
マ
族
の
イ
ス
ラ
ー

ム
信
者
で
あ
る
。
言
語
や
衣
服
、
国
家
へ
の
帰
属
意
識
は
他
の
ビ
ル
マ
族
（
仏
教
徒
）
と
変
わ
ら
ず
、
た
だ
宗
教
の
み
が
イ
ス
ラ
ー
ム
で

あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
あ
え
て
絮
説
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
ビ
ル
マ
族
か
ら
、
そ
の
宗
教
ゆ
え
に
同
じ
民
族
と
み
な
さ
れ
ず
、
排
除

の
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
解
釈
に
お
い
て
も
独
自
性
を
示
し
つ
つ
、植
民
地
期
以
降
こ
の
地
に
流
入
し
、

故
郷
の
習
慣
や
言
語
に
こ
だ
わ
る
ム
ス
リ
ム
と
は
同
じ
で
な
い
と
主
張
す
る
。

こ
こ
に
は
民
族
を
如
何
な
る
要
素
に
よ
っ
て
定
義
し
、区
分
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。イ
ス
ラ
ー
ム
や
仏
教
が
何
故
、ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

あ
る
い
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
重
要
な
、
つ
ま
り
最
高
位
の
要
素
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
。
な
ぜ
ビ
ル
マ
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
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の
根
幹
に
仏
教
が
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
経
済
を
と
も
に
し
て
同
一
場
所
に
暮
ら
し
、
言
語
も
歴
史
も
共
有
し
て
い
る

の
に
、宗
教
の
み
に
こ
だ
わ
り
、民
族
の
境
界
が
定
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
一
方
的
の
み
な
ら
ず
、他
方
も
ま
た
こ
れ
を
主
張
し
て
や
ま
な
い
。

我
わ
れ
「
バ
マ
ー
・
ム
ス
リ
ム
」
と
い
う
主
張
の
歴
史
に
は
じ
め
て
切
り
込
ん
だ
の
は
、
斉
藤
綾
子
で
あ
る
﹇
斎
藤 2010

﹈ ﹇
斎
藤 

2012

﹈。
一
九
三
〇
年
代
に
な
っ
て
「
バ
マ
ー
・
ム
ス
リ
ム
」
に
よ
る
二
つ
の
著
作
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
、
そ
の
内
容
分
析
を

通
し
て
、
ビ
ル
マ
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
高
揚
と
の
関
連
で
検
討
し
、
そ
の
後
こ
れ
が
ひ
と
つ
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
し
て
形
成
さ
れ

て
い
く
過
程
が
丹
念
に
あ
と
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

精
到
に
も
、「
バ
ー
マ
・
モ
ス
レ
ム
」
と
「
バ
マ
ー
・
ム
ス
リ
ム
」（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ム
ス
リ
ム
）
を
別
概
念
と
し
て
考
え
、
前
者
か
ら

後
者
が
抜
け
で
、
一
九
三
八
年
に
な
っ
て
バ
マ
ー
・
ム
ス
リ
ム
独
自
の
組
織
的
活
動
が
開
始
さ
れ
た
と
す
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る

タ
キ
ン
党
を
中
心
と
し
た
ビ
ル
マ
族
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
う
け
、
非
ビ
ル
マ
人
と
し
て
排
除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
回
避
し
よ
う
と
す

る
過
程
で
、
こ
れ
は
生
ま
れ
た
と
い
う
。
ビ
ル
マ
族
で
あ
る
、
も
し
く
は
そ
う
主
張
し
て
い
る
の
に
、
ム
ス
リ
ム
と
い
う
こ
と
で
、
な
ぜ

ビ
ル
マ
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
か
。
現
在
に
い
た
る
ま
で
存
在
し
続
け
る
排
除
の
論
理
が
、
こ
こ
で
は
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
や
や
視
点
ひ
ろ
げ
、
植
民
地
期
以
降
、
中
央
集
権
体
制
が
確
立
し
て
い
く
過
程
に
お
け
る
住
民
支
配
・
統
合
策
が
、
必
然

的
か
つ
不
可
逆
的
に
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
さ
ら
に
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
生
み
出
す
こ
と
を
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
（ 1
）
と
い
う
ひ
と
つ
の
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
の
生
成
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
斉
藤
と
異
な
り
、
ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
と
ム
ス
リ
ム
と
い
う
二
者
間
の

対
立
に
主
軸
を
お
く
の
で
は
な
く
、
二
〇
世
紀
前
半
の
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド
帝
国
ビ
ル
マ
州
に
お
け
る
統
治
法
の
改
正
に
対
し
て
、
こ
の

ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
が
い
か
に
対
応
し
た
か
を
中
心
に
据
え
、
す
な
わ
ち
植
民
地
支
配
と
住
民
と
の
関
係
を
考
察
す
る
な
か
で
こ
の
問
題

を
考
え
て
い
く
。
具
体
的
に
は
立
法
参
事
会
選
挙
制
度
の
導
入
・
改
正
を
機
に
、
こ
の
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
か
ら
各
種
準
備
委
員
会
に
出
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さ
れ
た
決
議
文
や
覚
書
の
分
析
を
と
お
し
て
進
め
ら
れ
る
。

近
代
国
家
に
よ
る
集
権
化
は
、
ひ
と
つ
の
言
語
や
規
範
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
生
ま
れ
る
政
治
勢
力
は
、
言
語
や

習
慣
つ
ま
り
「
文
化
」
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
示
し
、
こ
れ
を
運
動
の
原
動
力
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
や

エ
ス
ニ
ッ
ク
闘
争
が
形
成
・
展
開
さ
れ
て
い
く
が
、
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の
場
合
、
こ
れ
が
な
ぜ
一
九
一
〇
年
代
以
降
な
の
か
も
、

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
支
配
体
制
と
そ
の
具
体
的
政
策
と
の
関
連
で
検
討
し
て
い
く
。

一　

ひ
と
つ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

一
九
三
四
年
一
一
月
、
前
年
の
一
一
月
二
九
日
か
ら
こ
の
六
月
一
八
日
ま
で
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
イ
ン
ド
統
治
法
の
改
正
に
関
す
る
イ

ギ
リ
ス
の
上
・
下
両
院
議
員
に
よ
る
合
同
委
員
会
（T

he Joint Com
m
ittee

）
の
「
報
告
書
」
が
公
表
さ
れ
る
や
、
こ
の
内
容
に
つ
い

て
各
方
面
か
ら
、
要
望
や
抗
議
を
示
す
意
見
書
や
決
議
文
が
イ
ン
ド
副
王
、
イ
ン
ド
事
務
相
、
ビ
ル
マ
州
知
事
、
各
新
聞
社
な
ど
の
も
と

に
送
ら
れ
て
き
た
。

要
望
書

こ
れ
を
お
さ
め
た
旧
イ
ン
ド
省
の
フ
ァ
イ
ル
（ 2
）
に
、
ア
ラ
カ
ン
分
離
連
盟
、
ビ
ル
マ
・
ナ
テ
ィ
コ
ッ
タ
イ
・
チ
ェ
テ
ィ
ア
協
会
、

ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
協
会
そ
の
他
と
と
も
に
、
ビ
ル
マ
各
地
の
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
一
二
組
織
に
よ
る
一
三
通
の
決
議
文
が
含
ま
れ
て
い
る

（
表
1
）。
内
容
は
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
こ
の
「
報
告
書
」
に
つ
い
て
当
該
組
織
の
メ
ン
バ
ー
が
参
集
し
議
論
し
た
結
果
、
決
議
に
い
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表1　1934-35年各地のビルマ・ムスリムによる決議文

発送日 組織名 所在地 代表職名 差出人 備　考

①
15th 
December 
1934

Burma Moslem Society, 
Rangoon,

114, Brooking 
Street,Rangoon President U Bah Oh

ロゴマーク付き
送り状とタイプ
打ち本文
ビルマ名：
Myanmar Pyi 
Mosalin Athin

②
18th 
December 
1934

The Burma Muslim 
Association, Botataung, 
Rangoon

 No. 17-62nd 
Street, 
Botataung, 
Rangoon

 Hon. 
Secretary

U Hman，
Hon. Secretary 
(President, 
S.M. Yamin)

活版印刷のレ
ターヘッドにタ
イプ打ち
ビルマ名：
Myanmar Mutslin 
Athingyi

③
21st 
December 
1934

Burmese Muslim 
Thamagga Association, 
Parangon Quarter, 
Pyawbwe, Yamethin 
District,

Pagangon 
Quarter, 
Pyawbwe, 
Yamethin 
District

President Saya Shan タイプ打ち

④
24th 
December 
1934

Burma Muslims of 
Bassein

7 Davis Street, 
Bassein Chairman  Po Khaing タイプ打ち

⑤
25th 
December 
1934

The Burmese Muslims 
of Toungoo Disrict held 
at the Muslim School

No.6 Street, 
Toungoo Chairman Hatim Tai

活字印刷，1935
年1月13日付けの
電報も

⑥
27th 
December 
1934

Burma Muslim Society 
on behalf of Burma 
Muslim Community

President Maung Bah 
Oh 活版印刷

⑦ 2nd January 
1935 Meiktila

Saya Maung 
alias 
Abudulgani

電報（Letter 
Telegram）

⑧  8th January 
1935

Burma Muslims 
Society,(Moulmein 
Section), Moulmein

 Moulmein Chairman U Ba Pu
タイプ打ち，別
に活版印刷のフ
ライヤーも添付

⑨ 9th January 
1935

The Burma Muslim 
Union, Mergui

P.O. Box.28, 
Mergui President

U Shwe Yan, 
(Mahomed 
Ayoob. 
M.B.E.K.I.H.)

活版印刷のレ
ターヘッド
タイプ打ち

⑩ 17th January 
1935

The Rahelilla Burmese 
Muslim Association, 
Myinmu

Myinmu President U Mu

活版印刷のレ
ターヘッド，手
書き，組織印
ビルマ名：
Yahelilla Myanmar 
Mosalin Athin

⑪ 17th January 
1935

The Young-Burma 
Muslim Association, 
Yandoon

Yandoon President E.M. Baroocha タイプ打ち

⑫ 20th January 
1935

Burma Muslims of  
Syriam, Kayan, Thongwa 
and Kyautan Townships 
of Hanthawaddy East

Burma Muslim 
Association, 
Syriam

 President Ahmed M. 
Angeria

印刷されたレ
ターヘッド
タイプ打ち

⑬ 20th January 
1935

The Sagaing District 
Burmese Muslims Mass 
Meeting

Burmese 
Muslim School, 
Minlan Road, 
Sagaing

Chairman, Hajee U Kywe
タイプ打ち，電
報を補足したも
の
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た
っ
た
事
項
が
レ
タ
ー
用
紙
一
枚
程
度
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
は
こ
れ
ま
で
、
立
法
参
事
会
へ
の
議
席
割
り
当
て
や
社
会
的
地
位
の
保
障
に
関
す
る
要
求
を
、
一
九
一
九
年
以
来
、

統
治
法
の
改
定
を
審
議
し
た
諸
種
の
委
員
会
（ 3
）
に
表
明
し
て
き
た
が
、
カ
レ
ン
人
や
、
そ
の
数
が
は
る
か
に
少
な
い
イ
ギ
リ
ス
系
イ

ン
ド
人
に
比
べ
れ
ば
、
在
来
の
現
地
民
の
中
で
は
重
要
な
存
在
で
、
は
る
か
以
前
か
ら
歴
史
的
に
も
民
族
学
的
に
も
ビ
ル
マ
と
関
係
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
完
全
に
無
視
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
こ
の
こ
と
に
対
し
て
強
く
抗
議
し
た
い
、
と
い
う
。
そ
し
て
、
立

法
参
事
会
や
各
種
政
府
機
関
へ
の
代
表
権
、
公
務
員
へ
の
採
用
、
独
自
の
教
育
を
行
う
施
設
の
維
持
（ 4
）
お
よ
び
文
化
や
伝
統
の
保
護

に
関
し
特
別
の
配
慮
を
お
願
い
す
る
。
そ
し
て
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
宗
教
実
践
に
対
す
る
保
障
を
す
ぐ
さ
ま
検
討
し
、
新
し
い

憲
法
（
統
治
法
）
に
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

政
府
に
忠
実

こ
の
中
に
は
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
代
表
し
、
た
ぶ
ん
決
議
文
（
表
1
①
）
を
提
出
し
た
人
物
と
同
一
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
ウ
ー
（
マ
ウ
ン
）・
バ
ー
・
ウ
ー
に
よ
っ
て
一
九
三
四
年
一
二
月
二
七
日
付
け
で
、
イ
ン
ド
事
務
相
ホ
ー
ア
（S. H

oare

）
に
送

ら
れ
た
覚
書
（ 5
）
も
あ
り
（
表
1
⑥
）、
こ
こ
に
は
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
状
況
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

曰
く
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
は
も
と
も
と
仏
教
徒
か
ら
の
改
宗
者
や
ム
ス
リ
ム
と
仏
教
徒
の
結
婚
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
。
こ

の
者
た
ち
は
ビ
ル
マ
語
を
話
し
、
ほ
と
ん
ど
ビ
ル
マ
風
の
服
装
を
し
て
い
る
。
ビ
ル
マ
の
王
国
時
代
か
ら
こ
の
地
に
暮
ら
し
て
き
た
。
大

戦
（
註
：
第
一
次
世
界
大
戦
）
時
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
政
府
を
、
人
員
と
資
金
の
双
方
で
援
助
し
、
か
な
り
多
く
の
メ
ン
バ
ー
を
前

線
に
送
り
出
し
て
い
る
。
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ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
は
、
宗
教
以
外
は
如
何
な
る
点
に
お
い
て
も
ビ
ル
マ
族
（Burm

ans

）
で
あ
り
、
感
覚
か
ら
い
っ
て
も
政
治
的

見
解
に
お
い
て
も
真
の
ビ
ル
マ
人
（Burm

ese

）
で
あ
る
。
し
か
し
宗
教
的
信
条
に
よ
り
、ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
同
胞
か
ら
は
、好
意
を
も
っ

て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
か
れ
ら
は
仏
教
徒
以
外
、
ビ
ル
マ
族
と
み
な
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
我
わ
れ
は
、
明
確
に
異
な
る
政
治
的

見
解
ゆ
え
に
、
ま
た
生
を
受
け
た
こ
の
土
地
に
お
い
て
外
国
人
と
し
て
分
類
さ
れ
る
と
い
う
危
険
性
ゆ
え
に
、
イ
ン
ド
人
（Indians

）

に
与
す
る
こ
と
あ
り
え
な
い
。
実
際
問
題
と
し
て
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
は
、
世
界
中
で
ビ
ル
マ
以
外
に
居
場
所
は
な
い
の
で
あ
る
。

元
来
平
和
を
愛
す
る
性
格
と
、イ
ギ
リ
ス
政
府
に
対
す
る
他
の
追
随
を
ゆ
る
さ
な
い
忠
誠
心
ゆ
え
に
、全
体
と
し
て
政
治
に
は
か
か
わ
っ

て
き
て
い
な
い
。
政
治
の
う
ね
り
か
ら
努
め
て
距
離
を
置
き
、穏
や
か
で
平
和
な
暮
ら
し
に
従
事
し
て
き
た
。
慈
悲
深
き
政
府
に
忠
実
で
、

生
を
受
け
た
国
に
忠
誠
な
る
三
〇
万
人
か
ら
な
る
、ビ
ル
マ
の
重
要
な
こ
の
少
数
者
集
団
は
、将
来
の
立
法
議
会
の
な
か
で
、政
府
に
と
っ

て
一
定
の
財
産
と
な
る
だ
ろ
う
。
立
法
議
会
の
中
に
、
こ
の
忠
実
な
る
団
体
に
た
い
し
て
三
つ
の
個
別
選
挙
区
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
、
こ

の
地
に
お
け
る
健
全
な
国
家
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
間
違
い
な
い
、
と
し
て
い
る
。

ラ
ン
グ
ー
ン
の
協
会
主
導

フ
ァ
イ
ル
に
は
一
三
通
の
み
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
機
会
に
提
出
さ
れ
た
決
議
文
を
網
羅
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
。
利
用
で
き
る
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、こ
の
要
望
運
動
は
、ま
ず
は
、一
九
三
四
年
一
二
月
一
五
日
付
け
で
ラ
ン
グ
ー

ン
の
ビ
ル
マ
・
モ
ス
レ
ム
協
会
（Burm

a M
oslem

 Society

）
の
会
長
で
あ
る
バ
ー
・
ウ
ー
（ 6
）
が
イ
ン
ド
事
務
相
宛
て
に
決
議
文
①
（
表

1
は
省
略
、
以
下
同
じ
）
を
提
出
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
続
い
て
、
同
じ
ラ
ン
グ
ー
ン
市
の
ボ
ー
ダ
タ
ウ
ン
区
に
あ
っ
た
ビ
ル
マ
・
ム

ス
リ
ム
連
合
が
幹
事
会
を
開
き
、
そ
の
結
果
を
決
議
文
②
と
し
て
提
出
す
る
。
そ
の
後
地
方
の
組
織
で
も
全
員
集
会
や
幹
事
会
で
こ
の
問
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題
に
つ
い
て
議
論
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
く
。
す
べ
て
の
組
織
が
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
ま
ず
は
電
報
で
決
議
内
容

を
送
り
、
そ
の
あ
と
正
式
の
文
書
を
郵
送
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

バ
セ
イ
ン
市
④
、モ
ー
ル
メ
イ
ン
市
⑧
、お
よ
び
メ
ル
ギ
ー
市
の
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
連
合
⑨
か
ら
出
さ
れ
た
決
議
文
に
は
、「
ラ
ン
グ
ー

ン
の
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
協
会
（Burm

a M
uslim

 Society

）
が
出
し
た
決
議
文
を
強
く
支
持
す
る
」
と
あ
る
。
と
く
に
ピ
ョ
ー
ブ
エ

市
の
ビ
ル
マ
人
ム
ス
リ
ム
・
タ
マ
ガ
連
合
③
、
ミ
ン
ム
ー
市
の
ラ
ヘ
リ
ラ
・
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
連
合
⑩
、
ヤ
ン
ド
ー
ン
市
の
青
年
ビ
ル

マ
・
ム
ス
リ
ム
連
合
⑪
、
東
ハ
ン
タ
ー
ワ
デ
ィ
ー
区
の
各
町
区
の
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
を
代
表
し
て
、
シ
リ
ア
ム
市
の
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ

ム
連
合
か
ら
出
さ
れ
た
決
議
文
⑫
、
そ
れ
に
ザ
ガ
イ
ン
の
ビ
ル
マ
人
ム
ス
リ
ム
大
衆
集
会
⑬
の
文
面
は
、
ラ
ン
グ
ー
ン
の
ビ
ル
マ
・
モ
ス

レ
ム
協
会
が
出
し
た
決
議
文
と
ほ
と
ん
ど
違
わ
な
い
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、決
議
文
の
提
出
は
ラ
ン
グ
ー
ン
に
あ
っ
た
ビ
ル
マ
・

モ
ス
レ
ム
協
会
の
主
導
で
、
も
し
く
は
こ
れ
に
倣
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ゆ
る
や
か
な
結
合

た
だ
各
地
の
組
織
名
を
み
る
とBurm

a M
uslim

, Burm
ese M

uslim
s, Burm

a M
oslem

な
ど
一
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
組
織
名

にRahelilla

（
ウ
ル
ド
ゥ
ー
・
ア
ラ
ビ
ア
語
：
ア
ッ
ラ
ー
の
お
示
し
に
従
い
）
やT

ham
agga

（
パ
ー
リ
語
：
連
合
の
意
）
の
名
前
を

入
れ
た
り
、
組
織
をsociety, union, association

な
ど
と
表
現
し
た
り
、
そ
の
長
に
つ
い
て
もPresident 

やChairm
an

を
使
用
す

る
な
ど
、
全
国
組
織
が
系
統
的
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
な
い
。
ザ
ガ
イ
ン
は
大
き
い
ま
ち
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
集
会

の
決
議
と
し
て
意
見
を
表
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
地
に
は
組
織
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

ま
た
ラ
ン
グ
ー
ン
の
ボ
ー
ダ
タ
ウ
ン
区
、
メ
ル
ギ
ー
、
ザ
ガ
イ
ン
県
ミ
ン
ム
ー
、
シ
リ
ア
ム
の
組
織
に
は
、
レ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
付
用
箋
が
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用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
ひ
と
つ
の
組
織
と
し
て
恒
常
的
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
メ
ル
ギ
ー
か

ら
の
決
議
文
⑨
に
は
、
ラ
ン
グ
ー
ン
の
「
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
連
合
（A

ssociation

）」
が
す
ぐ
さ
ま
上
・
下
ビ
ル
マ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
長
老
か
ら
な
る
代
表
団
を
組
織
し
、
ビ
ル
マ
州
知
事
に
遺
憾
の
意
を
表
す
べ
き
で
あ
る
と
、
身
内
に
向
け
た
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
えBurm

a 

とBurm
ese

やM
uslim

とM
oslem

を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
組
織
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
意
図
的
に
区
別
し
て

い
た
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ラ
ン
グ
ー
ン
のBurm

a M
oslem

 Society

に
よ
る
抗
議
文
①
は
、組
織
の
名
称
に
はM

oslem

を
使
っ

て
い
る
が
、
本
文
で
はBurm

a M
uslim

と
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
ミ
ン
ム
ー
のT

he Rahellila Burm
a M
uslim

 A
ssociation 

は
、

ビ
ル
マ
語
表
記
で
はYahellia M

yanm
ar M

osalin

と
し
て
、M

uslim

に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
るm

utslin 

を
使
用
し
て
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
濃
淡
は
あ
る
も
の
の
、
南
は
テ
ナ
セ
リ
ウ
ム
か
ら
ビ
ル
マ
中
央
部
に
か
け
て
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ

ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
が
一
斉
に
、
み
ず
か
ら
を
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ

ム
と
自
覚
し
、
そ
の
宗
教
や
生
活
権
を
確
保
す
べ
く
、
個
別
選
挙
区
を
獲
得
し
、
安
定
的
に
国
政
へ
代
表
を
送
り
込
め
る
よ
う
運
動
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
見
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
要
求
は
そ
の
時
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

二　

ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
自
覚

一
九
三
四
年
一
二
月
か
ら
翌
年
の
一
月
に
か
け
て
政
府
に
送
ら
れ
た
決
議
文
に
は
、
す
で
に
同
様
の
要
求
が
一
九
二
一
年
の
ホ
ワ
イ
ト

委
員
会
（T

he Burm
a Reform

s Com
m
ittee

）
に
も
、そ
し
て
今
回
の
改
定
に
際
し
て
一
九
二
七
年
に
組
織
さ
れ
た
法
定
委
員
会
（T

he 

Statutory Com
m
ission

）
に
も
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
決
議
文
以
前
の
内
容
を
検
討
し
、
ビ
ル
マ
・
ム
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ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
法
定
委
員
会
、
す
な
わ
ち
サ
イ
モ
ン
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
も

の
か
ら
点
検
し
て
い
こ
う
。

ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
の
圧
力

一
九
二
九
年
一
月
二
六
日
付
け
で
法
定
委
員
会
に
、
ラ
ン
グ
ー
ン
の
ビ
ル
マ
・
モ
ス
レ
ム
協
会
か
ら
「
覚
書
」
の
か
た
ち
で
、
フ
ー
ル

ス
キ
ャ
ッ
プ
大
の
用
紙
四
枚
に
活
版
印
刷
さ
れ
た
も
の
が
示
さ
れ
た
（ 7
）。
提
出
者
はM

aung Bah O
h

で
、 

肩
書
き
はPredident, 

T
he Burm

a M
oslem

 Society, Rangoon

と
な
っ
て
お
り
、
一
九
三
四
年
の
一
二
月
に
決
議
文
と
覚
書
（
表
1
①
、
⑥
）
を
提
出
し

た
人
物
と
同
一
と
考
え
ら
れ
る
。
趣
旨
は
一
九
三
四
年
の
覚
書
と
変
わ
ら
な
い
が
、
こ
れ
よ
り
六
年
ま
え
の
現
実
が
よ
り
詳
し
く
語
ら
れ

て
い
る
（ 8
）。
ま
ず
三
〇
万
人
に
達
す
る
こ
の
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

（
i
）
両
親
が
ビ
ル
マ
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
者
（
一
般
に
ザ
ー
バ
デ
ィZerbadee

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
）

（
ii
）
イ
ン
ド
人
と
ビ
ル
マ
人
を
親
に
持
つ
者
（
こ
れ
も
ザ
ー
バ
デ
ィ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
）

（
iii
）
両
親
が
イ
ン
ド
人
で
あ
る
が
、
ビ
ル
マ
で
生
ま
れ
こ
の
地
を
本
籍
地
と
す
る
者

（
iv
）
ビ
ル
マ
生
ま
れ
で
は
な
い
が
、
こ
の
地
に
永
住
し
て
い
る
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
新
し
い
改
革
の
導
入
」（ 9
）
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
政
府
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
き
た
こ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
影
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、「
ビ
ル
マ
族
の
た
め
の
ビ
ル
マ
」、
よ
り
正
確
に
は
「
ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
の
た
め

の
ビ
ル
マ
」
と
い
う
叫
び
が
強
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
た
ぶ
ん
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
ビ
ル
マ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
高
ま
り
の
中
で
政
府
が
、
こ
れ
に
対
応
し
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



二
八﹇　

﹈

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
生
成　

―
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
を
例
と
し
て
―

10

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
し
て
い
る
の
で
、
ビ
ル
マ
人
の
外
側
に
置
か
れ
、「
カ
ラ
ー

K
alas

」
つ
ま
り
、
外
国
か
ら
の
流
入
者
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
は
、
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
政
治

的
教
育
的
熱
意
を
肯
定
的
に
理
解
せ
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
敵
対
的
な
姿
勢
を
示
し
は
じ
め
た
と
い
う
。

従
っ
て
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
特
別
議
席
を
持
た
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
公
的
お
よ
び
法
的
機
関
に
実
質

的
に
代
表
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
般
選
挙
区
で
、こ
の
コ
ミ
ュ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
一
人
か
二
人
当
選
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
偶
然
の
こ
と
で
あ
る
。ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
の
か
な
り
の
部
分
に
イ
ン
ド
人
に
対
す
る
政
治
的
敵
愾
心
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
状
況
で
、

ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
候
補
者
が
立
法
参
事
会
員
に
当
選
す
る
見
込
み
は
な
く
な
っ
て
き
た
、
と
い
う
。

ま
た
近
年
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
公
共
機
関
の
職
員
採
用
に
際
し
て
、
外
国
人
や
越
境
者
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
自
分
た
ち
は
一
面
で
は
イ
ン
ド
人
ム
ス
リ
ム
と
似
て
い
る
の
で
、
宗
教
や
名
前
や
服
装
を
理
由
に
、
除
外
の
対
象
に
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
こ
と
は
、
子
女
教
育
の
問
題
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
い
く
つ
か
の
教
育
機
関
へ
の
入
学
は
、
困
難
に
直
面
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ビ
ル

マ
族
仏
教
徒
の
子
供
に
は
起
こ
っ
て
い
な
い
、
と
す
る
。

こ
う
し
た
理
不
尽
な
こ
と
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
に
、
文
芸
お
よ
び
技
術
系
高
等
教
育
の
あ
ら
ゆ
る

機
関
や
、教
育
委
員
会
お
よ
び
大
学
の
評
議
会
に
参
加
で
き
る
権
利
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー

が
ほ
と
ん
ど
加
わ
ら
な
い
採
用
選
考
委
員
会
は
、
聡
明
で
、
将
来
有
望
で
、
当
然
選
ば
れ
る
べ
き
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
青
年
を
除
外
し

て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る
審
査
委
員
会
方
式
は
問
題
あ
り
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
で
き
れ
ば
公
開
の
試
験
に
よ
る
候
補
者
の
選

抜
を
提
案
し
た
い
、
と
い
う
。
こ
こ
に
は
ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
に
よ
っ
て
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
危
機
感
を
抱
き
、
こ
の
制

度
的
解
決
へ
向
け
て
の
具
体
的
提
案
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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た
だ
し
、
か
れ
ら
は
、
同
じ
州
に
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
と
命
運
を
共
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
に
よ
る
、
そ
の
政
治
的
願

望
で
あ
る
自
治
政
府
（H

om
e Rule

）
の
達
成
に
向
け
て
の
運
動
を
邪
魔
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
さ
ら
さ
ら
な
い
、
と
い
う
。
多
数
派
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
公
然
と
向
け
ら
れ
る
政
治
的
敵
意
に
直
面
す
る
な
か
で
、
自
ら
の
立
場
を
護
る
よ
う
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
に
対
し

て
率
直
に
反
応
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
政
治
的
敵
意
に
つ
い
て
の
具
体
的
説
明
は
な
い
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
と
は
違
う

と
こ
ろ
が
こ
の
覚
書
よ
り
一
週
間
遅
れ
、
一
九
二
九
年
二
月
三
日
付
け
で
、
上
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
に
属
す
る
と
い
う
人
物
五
人
の
連

名
で
、
法
定
委
員
会
の
議
長
で
あ
る
サ
イ
モ
ン
（J. Sim

on

）
に
提
出
さ
れ
た
文
書
（ 10
）
は
や
や
趣
が
異
な
る
。
フ
ー
ル
ス
キ
ャ
ッ
プ
紙

四
枚
に
ダ
ブ
ル
ス
ペ
ー
ス
で
タ
イ
プ
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
要
求
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
が
な
い
。

ま
ず
、
一
九
二
一
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
た
と
す
る
、
表
2
の
数
字
を
あ
げ
、
こ
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
中
国
人
と
そ
の
他
の
モ
ハ
メ
ッ
ト

教
徒
は
ビ
ル
マ
で
生
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
を
故
郷
と
す
る
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
は
少
な
く
と
も
今
日
お
よ
そ
三
五
万
人
を
数
え
る
。

そ
し
て
外
国
生
ま
れ
の
イ
ン
ド
人
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
一
六
三
、三
八
一
人
の
う
ち
、
大
多
数
は
結
婚
に
よ
っ
て
ビ
ル
マ
に
定
着
し
、
生
活

の
必
要
上
ビ
ル
マ
を
本
籍
地
と
し
て
い
る
の
で
、「
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
」
の
範
疇
に
含
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
五
〇
万
人
に

達
す
る
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
大
多
数
は
こ
の
国
で
生
ま
れ
、
他
の
残
り
も
ほ
か
に
故
郷
を
持
た
な
い
、
と
し
て
い

る
。
つ
ま
り
ラ
ン
グ
ー
ン
の
モ
ス
レ
ム
協
会
よ
り
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
範
囲
を
広
く
と
っ
て
い
る
。
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こ
の
五
人
が
問
題
に
す
る
の
は
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
は
計
算
上
、
大
部
分
が
イ
ン
ド
生

ま
れ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
我
わ
れ
は
人
種
（race

）
の
点

か
ら
も
、
宗
教
の
点
か
ら
も
、
感
情
そ
し
て
生
活
の
外
見
か
ら
み
て
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
と

共
通
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
か
れ
ら
は
イ
ン
ド
を
自
分
た
ち
の
母
国
と
み
な
し
、
政
治
そ
の

他
の
問
題
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
が
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
は
ビ
ル
マ
を
母
国
と
考
え
、

〔
ベ
ン
ガ
ル
〕
湾
を
ま
た
い
だ
問
題
に
は
何
の
関
心
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
我
わ
れ
は
、
こ
の

国
で
政
治
的
に
イ
ン
ド
人
と
一
緒
に
さ
れ
る
こ
と
に
強
く
反
対
す
る
、
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
対
立
軸
は
、
ム
ス
リ
ム
対
イ
ン
ド
人
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
に
あ
り
、

ラ
ン
グ
ー
ン
の
ビ
ル
マ
・
モ
ス
レ
ム
の
覚
書
に
あ
っ
た
対
ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
と
は
異
な
る
。

し
か
も
人
種
別
の
識
字
率
を
問
題
に
す
る
際
に
は
、「
ビ
ル
マ
以
外
で
生
ま
れ
た
モ
ハ
メ
ッ

ト
教
徒
」
と
「
ザ
ー
バ
デ
ィ
・
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
す
な
わ
ち
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
」
を
峻
別
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
（
後
述
表
4
）、
や

は
り
、
ビ
ル
マ
生
ま
れ
の
ム
ス
リ
ム
と
い
う
出
自
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ラ
ン
グ
ー
ン
の
「
覚
書
」
は
、

ラ
ン
グ
ー
ン
・
モ
ス
レ
ム
協
会
お
よ
び
マ
ン
ダ
レ
ー
・
青
年
ム
ス
リ
ム
連
合
（T

he Y
oung M

uslim
s’ U
nion

）
は
、
ビ
ル
マ
州

の
ビ
ル
マ
人
ム
ス
リ
ム
な
か
で
も
っ
と
も
有
力
な
組
織
で
あ
り
、
こ
の
二
組
織
が
他
の
代
表
的
な
ム
ス
リ
ム
長
老
と
連
絡
を
と
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
州
全
体
の
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
有
す
る
見
解
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い

と
述
べ
て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
マ
ン
ダ
レ
ー
の
ム
ス
リ
ム
有
志
は
、
ラ
ン
グ
ー
ン
の
ビ
ル
マ
・
モ
ス
レ
ム
協
会
さ
ら
に
は
マ
ン
ダ
レ
ー
・

青
年
ム
ス
リ
ム
連
合
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
れ
に
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
数
も
両
者
の
理
解
は
、
一
方
は

表 2　 上ビルマ・ムスリムによるビルマのムスリ
ム・コミュニティ人口

(a) ザーバディ（Zerbadi） 93,227
(b) アラカンモハメット教徒　 24,030

(c) ビルマ人およびカマン（Kaman）モハメット教徒　 10,759

(d) ビルマで生まれたインド人モハメット教徒　 202,890

(e) ビルマ以外で生まれたインド人モハメット教徒　 163,381

(f) 中国人モハメット教徒　 1,517

(g) その他マレー人，ペルシア人，アラブ人などのモハメット教徒　 4,788

計 500,592
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三
〇
万
人
、
他
方
は
五
〇
万
人
と
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
組
織
化
が
一
九
三
四
年
段
階
に
ま
で
も
達

し
て
お
ら
ず
、
統
一
見
解
も
有
す
る
に
い
た
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
自
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
、
双
方
と
も
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
と
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
後
述
の
ご
と
く
、
そ
の
二
日
後
の

一
九
二
九
年
二
月
五
日
に
ラ
ン
グ
ー
ン
で
お
こ
な
わ
れ
た
サ
イ
モ
ン
委
員
会
に
よ
る
意
見
聴
取
の
お
り
、
証
人
に
立
っ
た
Ｓ
・
Ａ
・
ラ
ー

マ
ン
（Rahm

an
）
は
、
そ
の
日
の
朝
の
マ
ン
ダ
レ
ー
か
ら
の
電
報
で
、
上
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
意
向
を
一
任
さ
れ
た
（ 11
）
と
語
っ
て

い
る
。
他
者
を
ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
に
設
定
す
る
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
、
対
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
イ
ン
ド
人
と
す
る
に
せ
よ
、
ビ
ル
マ

を
母
国
と
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
同
一
で
あ
る
。
し
か
も
マ
ン
ダ
レ
ー
の
ム
ス
リ
ム
有
志
も
、
一
九
二
三
年
に
導
入
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ご
と
に
議
席
を
配
分
す
る
方
式
（
後
述
）
は
存
続
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
上
で
自
分
た
ち
も
個
別
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
扱
わ
れ

る
こ
と
を
要
望
し
て
い
た
。
ラ
ン
グ
ー
ン
の
協
会
も
上
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
も
全
体
と
し
て
は
同
一
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
を
形
成
し
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

我
わ
れ
は
イ
ン
ド
人
に
非
ず

一
九
三
四
年
末
の
決
議
文
に
は
、
一
九
二
一
年
の
ホ
ワ
イ
ト
委
員
会
に
対
し
て
も
意
見
を
述
べ
た
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
の
内

容
に
つ
い
て
詳
細
は
知
り
え
な
い
（ 12
）。
し
か
し
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
八
年
前
、
イ
ン
ド
帝
国
内
に
お
け
る
公
共
機
関
従
事
者
の
選
任
方
法

を
検
討
す
る
、
公
務
員
制
度
検
討
委
員
会
（T

he Public Services Com
m
ission

）
に
一
九
一
三
年
二
月
一
五
日
付
け
で
ビ
ル
マ
・
モ

ス
レ
ム
連
合
の
メ
ン
バ
ー
が
提
出
し
た
覚
書
が
あ
る
（ 13
）。
文
書
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、「
ザ
ー
バ
デ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ラ
ン
グ
ー
ン

在
住
下
記
署
名
者
に
よ
る
拙
い
覚
書
」
と
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
一
〇
人
の
名
の
も
と
、
代
理
人
の
法
定
弁
護
士
チ
ャ
ー
ル
ズ
Ｈ
・
チ
ャ
ン
パ
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グ
ナ
ッ
ク
（Charles H

. Cam
pagnac

）
を
介
し
て
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
官
報
に
印
刷
さ
れ
た
委
員
会
の
公
聴
書
に
文
書
で
答
え
た

も
の
と
さ
れ
る
（ 14
）
が
、
ラ
ン
グ
ー
ン
で
お
こ
な
わ
れ
た
意
見
聴
取
の
お
り
、
数
人
の
参
考
人
が
イ
ン
ド
人
は
ビ
ル
マ
に
お
い
て
イ
ン

ド
高
等
文
官
に
も
州
の
機
関
に
も
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
こ
と
に
「
憤
慨
し
」、
こ
の
覚

書
を
提
出
し
た
、
と
い
う
。

こ
こ
に
は
、
も
し
そ
う
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
イ
ン
ド
人
と
み
な
さ
れ
か
ね
な
い
自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
、
イ
ン
ド
高
等
文
官
職
や
州

の
公
共
機
関
へ
の
扉
が
ビ
ル
マ
に
お
い
て
今
後
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
は
す
で
に
こ
う
し
た
公
職
に
つ
い
て
い
る
ザ
ー
バ

デ
ィ
は
、
自
分
た
ち
の
出
生
地
で
あ
り
永
住
地
で
も
あ
る
ビ
ル
マ
か
ら
永
久
に
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
懸
念
が
示

さ
れ
て
い
る
。
今
日
ビ
ル
マ
に
は
数
千
人
の
ザ
ー
バ
デ
ィ
お
り
、
上
・
下
ビ
ル
マ
の
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
の
三
分
の
二
以
上
は
こ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
属
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
人
た
ち
に
苦
難
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
、
と
し
た
。

続
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
ビ
ル
マ
の
併
合
前
、
多
く
の
イ
ン
ド
人
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
と
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
が
ビ
ル
マ
に
移
住
し
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ン
ド
人
は
ビ
ル
マ
人
女
性
と
結
婚
し
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
子
供
は
イ
ン
ド
・
ビ
ル
マ
族
を
意
味
す
る
ザ
ー
バ
デ
ィ
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
上
・
下
ビ
ル
マ
に
住
む
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
の
三
分
の
二
以
上
が
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
し
て
い
る
。
中
に
は
、

王
国
政
府
の
大
臣
を
務
め
た
者
も
い
た
。
つ
ま
り
ザ
ー
バ
デ
ィ
の
ム
ス
リ
ム
は
ビ
ル
マ
を
故
郷
と
し
、
こ
の
国
の
人
と
結
婚
し
た
イ
ン
ド

人
の
子
孫
で
、
ビ
ル
マ
語
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ニ
ー
語
も
話
す
が
、
多
く
は
ビ
ル
マ
の
衣
服
を
ま
と
う
。
イ
ン
ド
に
行
っ
た
こ
と
も
な
け

れ
ば
ビ
ル
マ
以
外
に
故
郷
を
知
ら
な
い
、
と
す
る
。

ザ
ー
バ
デ
ィ
と
イ
ン
ド
人
の
間
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
後
者
は
仕
事
そ
の
他
の
資
格
で
短
期
間
こ
の
国
に
来
た
も
の
で
あ
り
、
単

な
る
「
渡
り
鳥
」
に
過
ぎ
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
ビ
ル
マ
名
を
持
ち
、
宗
教
を
除
け
ば
他
の
い
か
な
る
点
に
お
い
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て
も
そ
の
意
思
と
目
的
に
お
い
て
ビ
ル
マ
族
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
州
の
職
員
に
は
ザ
ー
バ
デ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
多
く
存
在

し
、
こ
れ
ら
の
人
は
政
府
に
と
っ
て
有
用
で
あ
り
、
ザ
ー
バ
デ
ィ
官
吏
と
ビ
ル
マ
族
の
間
に
摩
擦
や
好
ま
し
か
ら
ざ
る
こ
と
が
存
在
し
た

こ
と
は
な
い
、
と
い
う
。

ザ
ー
バ
デ
ィ
に
は
ラ
ン
グ
ー
ン
大
学
を
卒
業
し
た
も
の
が
多
数
お
り
、ビ
ル
マ
に
は
三
人
の
法
定
弁
護
士
も
存
在
す
る
。
ザ
ー
バ
デ
ィ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
多
く
の
不
動
産
を
所
有
す
る
有
力
で
裕
福
な
メ
ン
バ
ー
が
多
い
の
で
、
こ
の
州
の
将
来
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
我
わ
れ
は
、
願
わ
く
は
委
員
会
が
上
記
の
事
項
を
確
認
し
、
証
人
と
し
て
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー

幾
人
か
を
喚
問
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
公
共
機
関
の
職
員
採
用
に
関
す
る
法
令
が
、
我
わ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
不
利
と

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
訴
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
主
張
の
基
本
が
こ
こ
に
は
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
が
ビ
ル
マ
を
母
国
と
し
て
お
り
、
言
語
や
服
装
の
点
で
も
ビ

ル
マ
族
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
ビ
ル
マ
族
と
み
な
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
。
も
し
、
公
務
員
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
、
ビ
ル
マ
の
政

府
機
関
に
は
、
ビ
ル
マ
人
し
か
採
用
さ
れ
な
い
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
ら
、
自
分
た
ち
は
イ
ン
ド
人
と
い
う
こ
と
で
排
除
さ
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
う
し
た
制
度
が
つ
く
ら
れ
る
の
を
阻
止
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
歴
史
や
習
慣
等
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ビ
ル
マ
族
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
一
九
一
一
年
の
セ
ン
サ
ス
で
ザ
ー
バ
デ
ィ
は
、
ビ
ル
マ
在
来
の
部
族
や
人
種
（indigenous tribes and races

）
と
は
み
な

さ
れ
ず
、
シ
ー
ク
な
ど
と
共
に
、
ム
ス
リ
ム
部
族
（M

usalm
an T

ribes
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
﹇C

ensus of India 1911: 146

﹈。
ま

た
一
九
一
一
年
に
創
刊
さ
れ
た
権
威
あ
る
ビ
ル
マ
研
究
協
会
の
機
関
誌
（The Journal of Burm

a Research Society

）
の
第
二
号
に
掲
載

さ
れ
た
論
文
で
も
、「
ザ
ー
バ
デ
ィ
は
、
も
し
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
を
信
仰
し
て
い
る
な
ら
、
ビ
ル
マ
族
の
よ
う
に
し
て
い
て
、
ビ
ル
マ
語
の
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み
を
話
し
、
宗
教
に
関
す
る
も
の
以
外
は
す
べ
て
の
点
で
ビ
ル
マ
族
の
習
慣
に
従
い
、
か
つ
ほ
ん
の
少
し
し
か
イ
ン
ド
人
の
血
が
な
が
れ

て
い
な
く
て
も
、
ビ
ル
マ
族
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
要
す
る
に
、
こ
の
言
葉
は
人
種
で
は
な
く
、
単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
指
す
も
の
と

し
て
使
用
さ
れ
る
」
と
あ
る
﹇Grant-Brow

n 1912:1

﹈。

以
上
の
よ
う
に
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
を
名
の
る
人
た
ち
に
よ
る
政
府
へ
の
働
き
か
け
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
、
我
わ
れ
ビ
ル

マ
族
と
い
う
主
張
か
ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
か
ら
の
排
除
と
、
自

ら
の
ム
ス
リ
ム
意
識
に
よ
っ
て
活
発
化
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
自
分
た
ち
は
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
自
覚
し
、
そ
の
内
容
を
定
義
し
こ
れ
を
周
辺
に
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な

ぜ
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
要
因
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
背
景
を
次
に
み
て
み
よ
う
。

三　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
別
選
挙
区
の
導
入
（ 15
）

一
八
二
六
年
に
終
結
し
た
第
一
次
ビ
ル
マ
戦
争
に
よ
り
、
ア
ラ
カ
ン
と
テ
ナ
セ
リ
ウ
ム
が
イ
ギ
リ
ス
領
と
な
り
、
一
八
五
二
年
の
第
二

次
ビ
ル
マ
戦
争
に
よ
り
、
ペ
グ
ー
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
こ
の
地
は
、
一
八
二
六
年
か
ら
一
八
三
三
年
ま
で
ベ
ン
ガ
ル
総
督
参
事
会
が
組
織

し
た
法
制
監
視
委
員
会
の
も
と
に
置
か
れ
、
一
八
三
四
年
か
ら
一
八
五
二
年
末
ま
で
は
二
名
の
、
そ
れ
以
後
一
八
六
一
年
ま
で
は
三
名
の

弁
務
官
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
弁
務
官
の
横
の
つ
な
が
り
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
、
と
も
に
イ
ン
ド
総
督
参
事
会
の
管

轄
下
に
あ
っ
た
。
一
八
六
二
年
に
は
三
地
方
が
英
領
ビ
ル
マ
州
と
し
て
統
合
さ
れ
、
以
後
弁
務
長
官
（Chief Com

m
issioner

）
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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自
治
権
の
一
部
付
与

英
領
ビ
ル
マ
州
の
弁
務
長
官
は
カ
ル
カ
ッ
タ
に
あ
る
イ
ン
ド
総
督
参
事
会
の
管
轄
の
も
と
に
お
か
れ
、こ
れ
は
一
八
九
七
年
ま
で
続
く
。

イ
ン
ド
総
督
参
事
会
の
設
置
は
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
属
し
て
い
た
領
土
が
一
八
五
七
年
イ
ギ
リ
ス
国
王
に
返
上
さ
れ
、
そ
の
四

年
後
に
制
定
さ
れ
た
一
八
六
一
年
の
イ
ン
ド
参
事
会
条
例
に
基
づ
く
。
参
事
会
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
国
内
の
各
種
立
法
機
関
に
非

官
吏
代
表
制
が
採
用
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
常
任
議
員
五
名
お
よ
び
特
別
議
員
六
名
か
ら
一
二
名
（
た
だ
し
そ
の
半
数
以
上
は
非
官
吏
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
一
八
九
二
年
の
イ
ン
ド
参
事
会
法
に
よ
っ
て
、
全
州
に
お
け
る
立
法
参
事
会
の
定
員
が
増

加
し
、
非
官
吏
参
事
会
員
は
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
ビ
ル
マ
州
は
こ
れ
ら
の
参
事
会
に
委
員
も
議
席
を
も
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
八
九
二
年
の
改
革
は
適
用
さ
れ
る
に
い
た
ら
な
い
。

上
・
下
ビ
ル
マ
の
平
定
が
完
了
し
、
統
治
機
構
が
整
備
さ
れ
る
に
及
び
一
八
九
七
年
、
ビ
ル
マ
州
の
弁
務
長
官
は
副
知
事
（Lieutenant 

Governor

）
と
な
り
、
こ
の
も
と
に
立
法
参
事
会
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
ビ
ル
マ
州
に
お
い
て
法
律
の
制
定
が
可
能
と
な
り
、

民
間
人
が
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
参
事
会
は
四
名
の
官
吏
と
、
副
知
事
が
指
名
す
る
五
名
の
非
官
吏
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
た
が
、
し
か
し
、
い
ま
だ
選
挙
制
は
導
入
さ
れ
な
い
。
ま
た
立
法
権
に
し
て
も
か
な
り
の
制
限
が
あ
り
、
財
政
な
ど
重
要
事
項
は
イ

ン
ド
に
あ
る
中
央
政
府
の
扱
い
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
九
年
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
モ
ー
リ=

ミ
ン
ト
ー
改
革
の
適
用
に
よ
り
、
立
法
参
事
会
の
メ
ン
バ
ー
は
一
七
名
と
な
り
、
こ
の

う
ち
二
名
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
二
名
は
い
ず
れ
も
ビ
ル
マ
在
住
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

ビ
ル
マ
商
業
会
議
所
（Burm

a Cham
ber of Com

m
erce

）
お
よ
び
ラ
ン
グ
ー
ン
貿
易
協
会
（Rangoon T

rades A
ssociation

）
か

ら
選
出
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
一
五
年
に
な
る
と
、
参
事
会
の
メ
ン
バ
ー
は
三
〇
名
に
拡
大
さ
れ
た
が
、
選
出
議
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員
は
依
然
と
し
て
こ
れ
ま
で
同
様
の
資
格
を
も
つ
二
名
の
ま
ま
で
あ
っ
た
﹇D

onnison 1953: 38-39

﹈。

と
こ
ろ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
協
力
と
引
き
換
え
に
、
イ
ン
ド
に
対
し
て
責
任
政
府
の
樹
立
を
認
め
ん
と
す
る
動
き
の
一
環
と
し

て
な
さ
れ
た
、
一
九
一
七
年
の
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー=

チ
ェ
ム
ス
フ
ォ
ー
ド
改
革
に
よ
り
事
情
は
一
変
す
る
。
こ
の
改
革
は
、
州
立
法
参
事

会
を
拡
大
し
、
中
央
政
府
に
は
二
院
制
の
立
法
府
が
設
置
さ
れ
、
上
院
で
は
二
六
名
の
任
命
議
員
と
三
四
名
の
選
出
議
員
、
下
院
一
四
四

の
議
員
の
う
ち
四
一
名
が
任
命
で
、
残
り
は
選
出
議
員
か
ら
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
﹇
チ
ャ
ン
ド
ラ 2001: 281

﹈。

立
法
参
事
会
選
挙
制
の
導
入
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り

し
か
し
、
一
九
一
九
年
イ
ン
ド
統
治
法
に
お
け
る
知
事
州
に
関
す
る
規
定
は
、
こ
の
時
ビ
ル
マ
に
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
イ

ン
ド
と
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
人
種
や
政
治
の
発
展
段
階
も
、
そ
し
て
そ
こ
に
横
た
わ
る
問
題
も
同
じ
で
は
な
く
、
ビ
ル
マ
は
選
挙
制
度

を
望
ん
で
い
な
い
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ビ
ル
マ
で
は
抗
議
運
動
が
起
こ
り
、
一
九
二
一
年
ビ
ル
マ
統

治
法
が
成
立
す
る
。

し
か
し
選
挙
資
格
の
問
題
と
「
保
留
」
事
項
お
よ
び
「
移
譲
」
事
項
と
の
区
別
の
問
題
は
、
ホ
ワ
イ
ト
（A

.F.W
hyte

）
を
議
長
と
す

る
ビ
ル
マ
改
正
委
員
会
（T

he Burm
a Reform

s Com
m
ittee

）
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
ビ
ル
マ
の
民
族
主
義
団
体
は
、
こ
う
し
た
お
情

け
的
施
策
に
対
す
る
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
が
、
結
局
、
こ
の
委
員
会
の
決
定
に
従
っ
て
ビ
ル
マ
は
一
九
二
三
年
一
月
知
事
州
と
な
る
。

そ
の
結
果
、
立
法
参
事
会
は
一
〇
三
名
に
増
員
さ
れ
、 

八
〇
名
は
公
選
と
な
っ
た
。
公
選
議
員
の
う
ち
五
八
名
は
一
般
選
挙
区
か
ら
選
出

さ
れ
、
そ
の
他
都
市
部
イ
ン
ド
人
八
名
、
カ
レ
ン
人
五
名
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
一
名
、
イ
ギ
リ
ス
系
ビ
ル
マ
人 

一
名
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

別
の
選
挙
区
と
、
ビ
ル
マ
商
業
会
議
所
二
名
、
ビ
ル
マ
人
商
業
会
議
所
一
名
、
イ
ン
ド
人
商
業
会
議
所 

一
名
、
中
国
人
商
業
会
議
所
一
名
、
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ラ
ン
グ
ー
ン
貿
易
協
会
一
名
、
ラ
ン
グ
ー
ン
大
学
一
名
の
利
害
別
選
挙
区
が
設
定
さ
れ
た
﹇
外
務
省
調
査
部 1942: 113

﹈。
住
民
を
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
各
種
商
業
・
教
育
団
体
に
分
断
し
て
い
く
と
い
う
施
策
が
こ
こ
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
の
イ
ン
ド
統
治
法
案
で
は
、
本
法
が
通
過
し
て
一
〇
年
た
っ
た
ら
、
責
任
政
治
体
制
の
進
捗
状
況
を
検
証
す
べ
く
、
法
定

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
二
年
早
ま
り
、
一
九
二
七
年
一
一
月
二
六
日
に
、
サ
イ
モ
ン
を
委
員
長
と
し
て
七

名
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
イ
ン
ド
法
定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
サ
イ
モ
ン
委
員
会
は
、
各
派
思
想
団
体
に
十
分
意
見
発
表
の
機
会

を
あ
た
え
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
意
見
聴
取
は
、
一
九
二
九
年
二
月
五
日
、
イ
ギ
リ
ス
系
ビ

ル
マ
族
協
会
、
カ
レ
ン
民
族
連
合
（
Ｋ
Ｎ
Ａ
）、
ビ
ル
マ
の
ム
ス
リ
ム
連
盟
と
と
も
に
、
ラ
ン
グ
ー
ン
で
お
こ
な
わ
れ
た
（ 16
）。

サ
イ
モ
ン
委
員
会
は
そ
の
結
論
と
し
て
、
ビ
ル
マ
が
イ
ン
ド
よ
り
分
離
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
勧
告
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
に
対
し

て
ビ
ル
マ
の
立
法
参
事
会
は
一
九
二
九
年
二
月
に
賛
成
動
議
を
通
過
さ
せ
た
。
そ
し
て
同
じ
く
一
九
三
〇
年
八
月
に
は
、
本
国
政
府
に
対

し
て
こ
の
勧
告
書
を
早
急
に
承
認
す
る
よ
う
要
望
書
を
採
択
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ビ
ル
マ
の
反
分
離
派
勢
力
は
、
現
在
イ
ン
ド

に
提
案
さ
れ
つ
つ
あ
る
「
責
任
自
治
」
の
実
現
に
、
ビ
ル
マ
が
共
同
歩
調
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
イ
ン
ド
の
民
族

運
動
は
、
大
勢
と
し
て
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー=

チ
ェ
ム
ス
フ
ォ
ー
ド
改
革
に
反
対
し
、
実
質
的
な
自
治
政
府
（H

om
e Rule

）
を
要
求
し
て

い
た
﹇
チ
ャ
ン
ド
ラ2001: 278

﹈
か
ら
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
鍔
迫
り
合
い

こ
の
サ
イ
モ
ン
委
員
会
の
勧
告
に
お
い
て
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
は
特
別
の
選
挙
区
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
勧
告

書
そ
の
も
の
が
「
あ
ま
り
に
も
寛
大
す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
で
お
蔵
入
り
と
な
り
、
責
任
政
治
体
制
に
か
か
わ
る
問
題
は
一
九
三
〇
年
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一
一
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
一
次
円
卓
会
議
に
引
き
継
が
れ
る
。
そ
の
中
に
ビ
ル
マ
小
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
こ
の
中
で
原
則
分
離
が
承
認
さ
れ
、
責
任
政
府
の
実
現
に
向
か
っ
て
憲
政
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
、
イ
ン
ド
人
そ
の
他
の
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
正
当
な
権
益
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
な
ど
が
決
議
さ
れ
、
こ
れ
は
第
一
次
円
卓
会
議
の
採
決
報
告
書
の
一
部
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
分
離
し
た
暁
に
、
ビ
ル
マ
に
付
与
さ
れ
る
憲
法
の
要
綱
に
つ
い
て
討
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
三
一
年
の
一
一
月

か
ら
ビ
ル
マ
円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
側
代
表
九
名
、
ビ
ル
マ
側
代
表
二
四
名
で
構
成
さ
れ
、
後
者
に
は
イ
ン
ド
人
、
中
国

人
、
カ
レ
ン
人
、
シ
ャ
ン
人
、
ビ
ル
マ
婦
人
な
ど
の
代
表
が
含
ま
れ
て
い
た
（ 17
）。
こ
こ
に
も
民
族
別
の
「
配
慮
」
が
見
て
と
れ
る
。
分

離
と
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
、
依
然
と
し
て
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
不
可
分
の
一
部
と
し
て
の
ビ
ル
マ
に
お
い
て
漸
進
的
に
責
任
政
府
を
実

現
し
て
ゆ
く
」﹇Christian 1942:67
﹈
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
反
分
離
派
と
い
え
ど
も
、
永
久
的

な
イ
ン
ド
と
の
合
邦
を
望
ん
で
い
る
訳
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
が
正
式
に
完
全
な
自
治
領
に
な
る
ま
で
は
、
こ
の
関
係
を
維
持
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
会
議
の
結
論
と
し
て
、
ビ
ル
マ
の
選
挙
民
の
投
票
に
て
こ
れ
を
決
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
選
挙
は
ビ
ル
マ
立
法
参
事
会
の
選
挙
と
あ
わ
せ
て
、
一
九
三
二
年
一
一
月
に
施
行
さ
れ
た
。
結
果
、「
ビ
ル
マ
の
人
々
が
承
認
で

き
る
憲
法
が
与
え
ら
れ
る
ま
で
は
、
分
離
に
反
対
す
る
と
し
た
」﹇ibid:70

﹈
反
分
離
派
が
多
数
を
占
め
る
。
し
か
し
一
九
三
三
年
六
月

に
開
催
さ
れ
た
立
法
参
事
会
の
特
別
会
議
で
は
、
全
議
員
が
分
離
に
賛
成
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
結
局
こ
の
問
題
は
、
イ
ギ
リ

ス
政
府
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
一
九
三
三
年
一
一
月
二
九
日
か
ら
一
九
三
四
年
六
月
一
八
日
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
上
・
下
両
院
議
員
そ
れ
ぞ
れ
一
六
名
か
ら
な

る
合
同
委
員
会
（T

he Joint Com
m
ittee

）
が
一
五
四
回
開
か
れ
、
一
二
〇
名
の
証
人
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド

か
ら
は
二
一
名
、
イ
ン
ド
土
侯
国
か
ら
七
名
の
代
表
が
、
ビ
ル
マ
か
ら
は
、
主
要
部
族
代
表
と
し
て
一
二
名
が
選
ば
れ
、
委
員
会
の
会
合



三
九﹇　

﹈

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
生
成　

―
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
を
例
と
し
て
―

21

に
は
一
一
回
出
席
し
た
﹇ibid: 71-72

﹈。
ち
な
み
に
一
節
で
扱
っ
た
各
地
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
団
体
の
決
議
文
は
、
こ
の
委
員
会
が
出
し

た
報
告
書
に
疑
義
を
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

立
法
参
事
会
議
員
の
増
加

一
九
三
五
年
に
成
立
し
た
イ
ン
ド
統
治
法
に
よ
っ
て
ビ
ル
マ
は
イ
ン
ド
か
ら
分
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、 

一
九
三
七
年
ビ
ル
マ
統
治
法

に
よ
っ
て
こ
れ
が
実
現
す
る
。
懸
案
の
選
挙
区
画
定
問
題
は
ハ
モ
ン
ド（Sir Laurie H

am
m
ond

）を
議
長
と
す
る
委
員
会
に
ま
か
さ
れ
、

こ
れ
が
一
九
三
五
年
一
一
月
五
日
ラ
ン
グ
ー
ン
を
訪
問
す
る
。
一
週
間
滞
在
し
て
ビ
ル
マ
政
府
の
統
治
法
改
正
係
書
記
官
マ
ク
ド
ウ
ェ
ル

（R. G. M
cD
ow
ell

）、
お
よ
び
政
党
、
利
害
関
係
団
体
首
脳
の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
た
州
諮
問
委
員
会
と
の
協
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。

新
設
さ
れ
た
議
会
は
三
六
名
の
元
老
院
（
上
院
）
と
一
三
二
名
に
よ
る
代
議
院
（
下
院
）
か
ら
な
る
二
院
制
と
な
っ
た
。
上
院
は
三
五

歳
以
上
の
者
に
限
ら
れ
、
半
数
は
総
督
が
指
名
し
、
あ
と
の
半
数
は
下
院
議
員
の
各
派
か
ら
比
例
代
表
制
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。
上
院

に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
下
院
に
お
け
る
、
前
任
議
員
の
所
属
派
か
ら
補
充
さ
れ
る
。

ま
た
下
院
は
二
五
歳
以
上
に
開
か
れ
、
一
三
二
議
席
の
う
ち
九
二
は
一
般
議
席
、
残
り
四
〇
が
保
留
議
席
で
、
こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
特
別
利
害
団
体
に
割
り
振
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
カ
レ
ン
人
一
二
名
、
商
工
業
団
体
一
一
名
（ 18
）、
イ
ン
ド
人
八
名
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人 

三
名
、
イ
ギ
リ
ス
系
ビ
ル
マ
人 

二
名
、
イ
ン
ド
人
労
働
団
体
二
名
、
ラ
ン
グ
ー
ン
大
学
一
名
、 

非
イ
ン
ド
人
労
働
団
体 

一
名
と
い
う
配

分
で
あ
る
。
カ
レ
ン
人
、
イ
ン
ド
人
、
イ
ギ
リ
ス
系
ビ
ル
マ
人
、
イ
ン
ド
人
労
働
団
体
、
非
イ
ン
ド
人
労
働
団
体
は
地
域
別
選
挙
区
を
通

し
て
選
ば
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
イ
ギ
リ
ス
系
ビ
ル
マ
人
の
代
表
は
ビ
ル
マ
全
体
を
ひ
と
つ
の
選
挙
区
と
し
て
選
出
さ
れ
こ
と
に
な
っ
た
。

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
利
害
団
体
の
選
挙
人
名
簿
（com

m
unal electoral roll

）
に
記
載
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
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の
関
係
団
体
に
属
す
る
者
の
み
に
限
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
れ
に
属
す
る
者
は
、
一
般
の
選
挙
区
に
お
い
て
投
票
す
る
資
格
を
も
た
な
い
。

こ
の
時
、
選
挙
権
者
は
、
全
人
口
の
一
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
都
市
人
口
の
一
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
村
で
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
か
ら
、

二
三
・
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
加
し
た
﹇Christian 1942:89

﹈。

以
上
の
如
く
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
下
の
ビ
ル
マ
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
立
法
参
事
会
の
議
員
が
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
被
植
民

地
の
住
民
が
大
臣
そ
の
他
行
政
の
要
職
に
就
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
利
害
団
体

ご
と
の
選
挙
区
が
設
定
さ
れ
た
。
し
か
も
、
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
団
体
に
、
ど
れ
だ
け
の
選
出
議
員
数
を
配
分
す
る
か
は
、
一
応
住
民

代
表
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
進
め
ら
れ
た
の
で
、
か
れ
ら
は
自
ら
の
範
囲
と
利
害
を
明
確
に
し
、
個
別
選
挙
区
確
保
へ
向
け
て
政
府
へ
の
は

た
ら
き
か
け
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
立
法
参
事
会
は
、
一
九
二
三
年
の
統
治
法
で
あ
れ
、
一
九
三
七
年
の
そ
れ
で
あ
れ
、
そ
の
権
限
は

大
き
く
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
時
と
し
て
は
、
州
政
や
国
政
の
最
重
要
な
議
決
機
関
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
自
ら
の
代
表
を
送

り
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
は
、
い
わ
ば
当
該
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
明
暗
を
左
右
す
る
も
の
と
し
て
受
け
と
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

四　

一
元
的
支
配
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
そ
し
て
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
か
ら
の
要
望
は
、
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
結
局
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
三
二
年
一
月
に
結
審
し
た
ビ
ル
マ
円

卓
会
議
（ 19
）
の
報
告
書
に
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
は
カ
レ
ン
に
与
え
ら
れ
る
議
席
の
半
分
も
し
く
は
、
イ
ン
ド

人
の
た
め
の
議
席
か
ら
最
低
で
も
四
〜
六
の
配
分
を
願
い
出
た
が
、
イ
ン
ド
・
ビ
ル
マ
混
血
を
イ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
区
別
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
こ
の
提
案
は
後
者
に
よ
っ
て
反
対
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
﹇Burm

a Round Table C
onference 
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Proceedings 1932: 114

﹈。
先
の
サ
イ
モ
ン
委
員
会
で
も
、意
見
を
求
め
ら
れ
た
、ム
ス
リ
ム
連
盟
の
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
ウ
ザ
ム（M

oham
ed 

A
uzam

）
は
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
と
他
の
ム
ス
リ
ム
の
た
め
、
ビ
ル
マ
で
別
々
の
選
挙
区
を
設
定
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
く
、
一

本
化
し
た
も
の
が
必
要
で
あ
る
、
と
し
て
い
た
（ 20
）。

イ
ン
ド
人
の
反
対

イ
ン
ド
人
側
の
反
対
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
決
議
文
が
提
出
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
合
同
委
員
会
の
報
告
書
が
作
成
さ
れ
る
過
程
で
、
こ

の
判
断
材
料
と
す
べ
く
、
ビ
ル
マ
政
府
の
改
革
局
（Reform

 O
ffice

）
か
ら
、
一
九
三
二
年
一
一
月
一
一
日
に
提
出
さ
れ
た
「
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
代
表
権
に
関
す
る
ビ
ル
マ
政
府
の
覚
書
」（
秘
）（ 21
）
に
も
あ
る
。
ま
ず
個
別
選
挙
区
が
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
イ
ギ
リ
ス
系
ビ
ル
マ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
カ
レ
ン
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
イ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
利
益
団
体
に

つ
い
て
は
ラ
ン
グ
ー
ン
大
学
、
ビ
ル
マ
商
業
会
議
所
、
ビ
ル
マ
人
商
業
会
議
所
、
ビ
ル
マ
系
イ
ン
ド
人
商
業
会
議
所
、
中
国
人
商
業
会
議

所
、
ラ
ン
グ
ー
ン
貿
易
連
合
会
に
設
定
さ
れ
る
の
は
問
題
な
い
と
す
る
。

そ
し
て
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
個
別
選
挙
枠
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
考
え
が
示
さ
れ
る
。
一
般
に
ビ
ル
マ
の
ム

ス
リ
ム
は
、
ザ
ー
バ
デ
ィ
と
ア
ラ
カ
ン
・
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
と
純
粋
の
イ
ン
ド
人
か
ら
な
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
人
に
与
え
ら
れ
る
べ
き

代
表
権
の
規
模
を
決
定
す
る
た
め
に
、
こ
の
純
粋
イ
ン
ド
人
ム
ス
リ
ム
は
イ
ン
ド
人
の
人
口
に
含
め
て
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ビ
ル
マ
に
お
け

る
イ
ン
ド
人
は
、
立
法
参
事
会
へ
の
代
表
を
選
ぶ
と
い
う
目
的
の
た
め
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
と
ム
ス
リ
ム
を
区
別
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ

の
観
点
は
、
継
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
変
更
を
必
要
と
す
る
現
実
も
な
い
し
、
イ
ン
ド
人
の
中
に
こ
う
し
た
区
分
を
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由
は
な
い
。
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ザ
ー
バ
デ
ィ
と
ア
ラ
カ
ン
・
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
に
関
し
て
、
総
数
は
一
七
八
、〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
ア
ラ
カ
ン
・
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
（
ア

ラ
カ
ン
・
カ
マ
ン
族
と
ミ
エ
ド
ゥ
ー
族
（ 22
）
を
含
む
）
は
概
算
で
五
九
、〇
〇
〇
人
を
数
え
、
居
住
地
は
事
実
上
ア
ラ
カ
ン
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。
ザ
ー
バ
デ
ィ
は
約
一
一
六
、〇
〇
〇
人
で
そ
の
広
が
り
は
、ア
ラ
カ
ン
四
、〇
〇
〇
人
、ペ
グ
ー
二
〇
、〇
〇
〇
人
、イ
ラ
ワ
ジ
八
、

〇
〇
〇
人
、
テ
ナ
セ
リ
ウ
ム
三
六
、〇
〇
〇
人
、
マ
グ
エ
ー
三
、〇
〇
〇
人
、
マ
ン
ダ
レ
ー
三
八
、〇
〇
〇
人
、
ザ
ガ
イ
ン
七
、〇
〇
〇
人
と

な
る
。
ザ
ー
バ
デ
ィ
は
ビ
ル
マ
族
に
よ
っ
て
ビ
ル
マ
族
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
選
挙
区
の
な
か
で
か
れ
ら
は
、
数
に

不
釣
り
合
い
な
代
表
者
を
確
保
し
て
き
て
い
る
。

も
し
個
別
の
選
挙
母
体
が
認
め
ら
れ
る
と
、
人
口
比
で
ザ
ー
バ
デ
ィ
と
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
は
、
代
表
の
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
す
な
わ

ち
下
院
を
一
三
〇
議
席
と
仮
定
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
二
議
席
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
か
れ
ら
の
分
散
具
合
か
ら
す
れ

ば
、
個
別
の
選
挙
区
を
用
意
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
郵
送
投
票
に
よ
る
選
挙
も
実
行
で
き
そ
う
も
な
い
。

要
す
る
に
、

（
a
）
現
在
個
別
の
議
席
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い

（
b
）
個
別
の
選
挙
母
体
を
拡
大
す
る
こ
と
に
対
す
る
強
い
反
対
が
あ
る

（
c
）
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
は
実
際
明
確
に
他
と
は
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
な
い

（
d
）
か
れ
ら
は
分
散
し
て
い
る
の
で
、
議
席
を
も
っ
た
選
挙
区
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
e
） 

ビ
ル
マ
に
お
い
て
他
の
ム
ス
リ
ム
か
ら
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
を
分
離
す
る
こ
と
と
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
ム
ス
リ
ム
を
分
け
る
こ
と

に
つ
い
は
異
議
が
示
さ
れ
る

と
い
う
理
由
で
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
に
た
い
し
て
個
別
の
議
席
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
数
の
上
で
は
、
個
別
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選
挙
区
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
宗
教
や
人
種
の
問
題
が
複
雑
化
し
て
い
く
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
あ
え
て
踏
み
切
る
こ
と
は
で

は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
い
つ
つ
も
、カ
レ
ン
に
は
個
別
の
選
挙
区
を
与
え
て
お
り
、こ
こ
に
は
宗
教
や
民
族
を
め
ぐ
っ

て
の
政
治
的
思
惑
が
強
く
働
い
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

統
治
の
手
段
と
し
て
の
セ
ン
サ
ス

宗
教
や
人
種
の
問
題
が
起
こ
る
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
住
民
を
識
別
し
て
数
値
化
し
、
こ
れ
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
政
策
を
展
開
し
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
英
領
下
の
ビ
ル
マ
に
お
け
る
最
初
の
セ
ン
サ
ス
は
一
八
七
二
年
で
、
そ
の
後
一
八
八
一
年
に
お
こ
な
わ
れ
て
か
ら
は
、

一
〇
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
た
。
た
だ
最
初
の
二
回
す
な
わ
ち
一
八
七
二
年
と
一
八
八
一
年
は
下
ビ
ル
マ
だ
け
で
、
全
土
が
対
象
に
な
る
の

は
一
八
九
一
年
以
降
で
あ
る
。
ま
た
民
族
構
成
に
つ
い
て
の
調
査
は
紆
余
曲
折
・
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
最
初
か
ら
項
目
や
基
準
が
定

ま
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
一
八
七
二
年
は
民
族
お
よ
び
人
種
と
い
う
こ
と
で
、
主
と
し
て
宣
教
師
の
文
献
を
参
考
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
設

定
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
八
八
一
年
は
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
母
語
と
出
生
地
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
分
類
を
実
施
す
る
。

し
か
し
、
親
の
言
語
や
出
生
地
で
は
、
民
族
や
人
種
は
特
定
で
き
な
い
と
し
て
、
新
た
に
カ
ー
ス
ト
と
人
種
と
い
う
項
目
が
登
場
す
る
。

た
だ
カ
ー
ス
ト
は
ビ
ル
マ
に
お
い
て
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
一
九
〇
一
年
に
は
カ
ー
ス
ト
、
人
種
に
加
え
部
族
な
る

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
加
わ
り
、
不
十
分
と
し
な
が
ら
も
「
科
学
的
」
手
法
つ
ま
り
民
族
学
の
手
法
が
導
入
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
方
法
は

一
九
一
一
年
も
継
続
さ
れ
る
が
、
一
九
二
一
年
に
は
人
種
と
部
族
、
一
九
三
一
年
に
は
人
種
の
み
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
民
族
や
人
種

間
の
区
分
線
は
、
最
初
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
何
度
も
引
き
直
さ
れ
、
作
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ザ
ー
バ
デ
ィ
と
い
う
部
族
名
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
一
八
九
一
年
の
セ
ン
サ
ス
報
告
書
で
あ
る
。
イ
ン
ド
人
男
性
と
ビ
ル
マ
人
女
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性
の
間
に
で
き
た
子
供
の
こ
と
で
、
仏
教
徒
そ
の
他
も
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
の
父
と
ビ
ル
マ
人
女
性
の
子
供
で
、
モ

ハ
メ
ッ
ト
教
徒
と
し
て
育
て
ら
れ
た
ザ
ー
バ
デ
ィ
が
最
も
多
い
。
こ
れ
が
ビ
ル
マ
の
住
民
の
な
か
で
、
次
第
に
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、

ザ
ー
バ
デ
ィ
と
い
え
ば
、
こ
の
人
た
ち
を
指
す
場
合
が
一
般
的
と
さ
れ
て
き
た
。
ビ
ル
マ
風
の
服
装
で
、
ビ
ル
マ
語
を
話
し
、
か
れ
ら
は

す
で
に
一
八
九
一
年
段
階
で
、
ビ
ル
マ
人
と
み
な
さ
れ
な
い
と
「
か
な
り
立
腹
し
た
」、
と
い
う
﹇G

overnm
ent of India. C

ensus of 

1891: 55,72,91
﹈。

一
八
七
二
年
の
セ
ン
サ
ス
段
階
で
も
、
こ
う
し
た
住
民
は
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
在
来
の
現
地
民
ム
ス
リ
ム
は
ア
ラ
カ
ン
人
ム
ス

リ
ム
（A

rakanese M
ussulm

an

）
で
、
六
四
、〇
〇
〇
人
存
在
す
る
と
し
て
い
た
﹇C

ensus of British Burm
a 1872:30

﹈。
そ
し
て

一
八
八
一
年
に
は
イ
ン
ド
・
ビ
ル
マ
族
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
こ
れ
を
含
め
る
。し
か
し
一
八
九
一
年
に
は
こ
れ
に
対
応
し
た
ザ
ー
バ
デ
ィ

と
い
う
人
種
名
が
あ
ら
わ
れ
る
﹇C

ensus of 1891: 212

﹈
が
、
こ
こ
で
は
仏
教
徒
の
二
四
人
が
こ
の
項
目
に
示
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
一
九
〇
一
年
、
一
九
一
一
年
は
ム
ス
リ
ム
が
人
種
で
は
な
く
部
族
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
で
、
こ
れ
も
そ
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
、

一
九
〇
一
年
は
二
〇
、四
二
三
人
、
一
九
一
一
年
が
五
九
、七
二
九
人
と
な
る
。
こ
の
数
字
は
、
一
九
二
一
年
の
セ
ン
サ
ス
報
告
に
よ
る
と
、

信
頼
に
欠
け
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
そ
の
よ
う
把
握
さ
れ
て
い
た
訳
で
、
急
速
に
増
加
し
て
は
い
る
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
再
び
人
種
と
し
て
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
一
九
二
一
年
に
は
九
四
、三
一
六
人
、

一
九
三
一
年
に
は
一
二
二
、七
〇
五
人
と
な
る
。
こ
う
し
た
数
の
う
え
で
の
急
激
な
増
加
の
背
景
に
は
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
な
る
人
種

意
識
の
増
加
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
数
え
方
の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
﹇C

ensus of India 1931: 231

﹈。

一
九
二
一
年
セ
ン
サ
ス
段
階
で
は
、
ビ
ル
マ
・
モ
ス
レ
ム
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
求
め
る
動
き
が
あ
っ
た
り
、
一
九
三
一
年
時
に
は
、

ビ
ル
マ
・
モ
ス
レ
ム
協
会
が
、
ビ
ル
マ
に
永
住
し
て
い
る
ム
ス
リ
ム
に
、
セ
ン
サ
ス
の
際
に
は
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
と
回
答
す
る
よ
う
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に
呼
び
掛
け
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
た
り
し
て
い
る
（
後
述
）。
こ
れ
は
す
ぐ
さ
ま
禁
止
さ
れ
、
セ
ン
サ
ス
に
は
そ
う
し
た
基
準
は

設
け
ら
れ
て
い
な
い
と
の
プ
レ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
が
出
さ
れ
た
﹇ibid.

﹈。
こ
こ
に
い
た
っ
て
セ
ン
サ
ス
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
闘
争
の
場
で

と
い
う
性
格
を
帯
び
は
じ
め
る
。
こ
れ
は
先
に
み
た
決
議
文
や
覚
書
も
セ
ン
サ
ス
の
数
字
を
引
用
し
、
こ
れ
を
根
拠
に
自
ら
の
要
求
を
提

示
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
ザ
ー
バ
デ
ィ
な
る
人
種
（
部
族
）
名
は
、
王
国
時
代
、
世
界
に
存
在
す
る
と
さ
れ
た
「
百
一
の
人
種
」
名
に
登
場
し
な
い
。

一
九
世
紀
前
半
の
分
類
に
従
え
ば
、ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
に
相
当
す
る
人
は
、パ
テ
ィ
ー
、あ
る
い
は
カ
ラ
ー
で
総
称
さ
れ
た
り
カ
ラ
ビ
ョ
ー

と
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
た
（ 23
）。
こ
の
名
称
が
、
そ
の
ま
ま
横
滑
り
す
る
こ
と
な
く
、
植
民
地
時
代
に
は
ザ
ー
バ
デ
ィ
や
、
さ
ら
に
は
ビ

ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ム
ス
リ
ム
）
と
い
う
人
種
名
が
使
わ
れ
よ
う
に
な
っ
た
訳
で
、
前
近
代
と
近
代
に
お
い
て
、
呼
称
の

社
会
的
意
味
に
断
絶
が
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ビ
ル
マ
や
モ
ン
や
シ
ャ
ン
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
そ
の
系
統
分
類
は
王
国
時

代
と
植
民
地
期
以
降
と
で
は
異
な
り
、
元
来
そ
の
よ
う
な
人
種
や
部
族
が
存
在
し
た
と
い
う
理
解
は
ま
っ
た
く
成
り
立
た
な
い
。
民
族
や

人
種
に
よ
る
住
民
の
分
類
基
準
は
、
原
初
的
に
定
ま
っ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
何
を
も
っ
て
何
部
族
や
人
種
と
す
る
か
に
つ
い
て
の
見
解

は
、
植
民
地
期
に
な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。

行
政
制
度
に
よ
る
分
断

民
族
や
人
種
意
識
が
統
治
行
政
に
応
じ
て
形
成
さ
れ
て
い
く
の
は
、
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
の
例
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。
一
九
〇
五
年
に
イ
ン
ド
総
督
の
カ
ー
ゾ
ン
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
ベ
ン
ガ
ル
分
割
令
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
対
立

を
先
鋭
化
さ
せ
て
い
た
。
単
一
の
州
政
府
が
効
率
的
に
統
治
す
る
に
は
、既
存
の
ベ
ン
ガ
ル
州
は
あ
ま
り
に
も
広
大
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
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そ
の
表
向
き
の
理
由
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
実
、
当
時
ベ
ン
ガ
ル
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
た
民
族
主
義
運
動
の
高
揚
を
抑
え
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
﹇
チ
ャ
ン
ド
ラ 2001: 250

﹈。

一
方
で
、
こ
れ
は
ベ
ン
ガ
ル
を
領
域
的
の
み
な
ら
ず
、
東
ベ
ン
ガ
ル
で
は
ム
ス
リ
ム
が
、
西
ベ
ン
ガ
ル
で
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
が
卓
越
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
宗
教
的
な
境
界
線
で
分
割
し
よ
う
と
す
る
意
図
も
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
た
。
民
族
主
義
者
は
ス
ワ
デ
ー
シ
ー
運
動
を

展
開
し
つ
つ
、
こ
れ
に
反
対
し
た
が
、
ダ
ッ
カ
の
ナ
ワ
ー
ブ
（
太
守
）
に
率
い
ら
れ
た
中
・
上
層
の
ム
ス
リ
ム
は
、
東
ベ
ン
ガ
ル
が
ム
ス

リ
ム
多
数
州
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
に
賛
成
し
、
イ
ン
ド
総
督
も
こ
う
し
た
動
き
を
歓
迎
し
た
。
結
果
と
し
て
分
割
後
、
東
ベ
ン
ガ

ル
政
府
は
、
ス
ワ
デ
ー
シ
ー
運
動
を
弾
圧
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
ム
ス
リ
ム
の
分
断
は
す
す
む
﹇
チ
ャ
ン
ド
ラ 2001: 251-254

﹈。

そ
う
し
た
な
か
一
九
〇
六
年
に
全
イ
ン
ド
・
ム
ス
リ
ム
連
盟
（A

ll India M
uslim

 league

）
が
、
ア
ガ
ー
・
ハ
ー
ン
や
モ
ホ
ス
ィ
ヌ
ル
・

ム
ル
ク
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
。
親
英
的
で
ベ
ン
ガ
ル
分
割
を
支
持
し
、
政
府
職
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
へ
の
優
遇
措
置
を
要
求
し
て
い

く
﹇
チ
ャ
ン
ド
ラ 2001: 268-269

﹈。
そ
し
て
一
九
〇
九
年
の
モ
ー
リ=

ミ
ン
ト
ー
改
革
の
と
き
、立
法
参
事
会
の
議
員
選
出
の
た
め
「
さ

ま
ざ
ま
な
知
的
専
門
職
、
地
主
、
ム
ス
リ
ム
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
商
人
お
よ
び
イ
ン
ド
人
商
人
が
代
表
を
送
る
た
め
の
」
特
別
規
定
が
設
け

ら
れ
る
﹇
サ
ル
カ
ー
ル 1993: 191

﹈。
ム
ス
リ
ム
代
表
や
利
害
団
体
の
た
め
特
定
数
の
議
席
が
保
留
さ
れ
、
こ
れ
は
別
個
の
選
挙
区
か
ら

選
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
ム
ス
リ
ム
の
政
治
的
、
経
済
的
利
害
は
異
な
り
、
少
数
派
で
あ
る
ム
ス
リ
ム
を
保
護
す
る
と

い
う
の
が
名
目
上
の
理
由
で
あ
っ
た
﹇
チ
ャ
ン
ド
ラ 2001: 259
﹈。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
ム
ス
リ
ム
の
境
界
は
こ
う
し
て
、
際
立
っ
て
い
く
。
ビ
ル
マ
に
お
い
て
は
、
一
九
三
二
年
の
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
代
表

権
に
関
す
る
ビ
ル
マ
政
府
の
覚
書
」
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
宗
教
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な
対
立
は
抑
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
住
民
支
配

に
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
区
分
を
、
一
九
二
三
年
に
持
ち
こ
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
単
に
、
外
国
人
と
現
地
人
と
い
う
の
で
は
な
く
、
現
地
人
を
制
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度
的
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
別
に
色
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
扱
い
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ビ
ル
マ
で
立
法
参
事
会
の
議
員
が
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
そ
こ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
選
挙
区
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
前
述
の

如
く
、
一
九
二
一
年
の
ビ
ル
マ
統
治
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
準
備
段
階
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
総
督
の
チ
ェ
ル
ム
ス
フ
ォ
ー
ド
が
、

イ
ン
ド
事
務
相
の
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
に
出
し
た
提
案
書
（ 24
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
案
が
審
議
さ
れ
る
過
程
で
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
（ 25
）。

少
数
民
族
間
と
し
て
の
自
覚

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
選
出
議
員
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
リ=

ミ
ン
ト
ー
改
革
に
際
し
て
、
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
や
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
に

お
け
る
シ
ー
ク
教
徒
の
利
益
の
た
め
に
そ
の
計
画
を
し
ぶ
し
ぶ
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ビ
ル
マ
お
い
て
の
問
題
は
、
こ
れ
と
い
さ
さ

か
異
な
る
。
ビ
ル
マ
人
（ 26
）
と
い
う
言
葉
は
、
ビ
ル
マ
在
来
の
人
種
を
含
ん
で
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
イ
ギ
リ
ス
系
イ
ン
ド
人
（
イ

ギ
リ
ス
系
ビ
ル
マ
人
を
含
む
）、
イ
ン
ド
人
そ
れ
に
中
国
人
は
こ
れ
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
人
種
は
こ
の
国
の
貿

易
や
事
業
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
、
州
の
立
法
議
会
に
何
ら
か
の
代
表
権
を
持
つ
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ラ

ン
グ
ー
ン
や
マ
ン
ダ
レ
ー
の
市
政
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
は
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
の
懸
案
事
項
は
責
任

政
府
の
導
入
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
問
題
に
す
べ
き
は
、
議
員
に
お
け
る
官
吏
と
非
官
吏
の
割
合
、
お
よ
び
一
般
人
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
る
議
員
の
中
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
イ
ギ
リ
ス
系
イ
ン
ド
人
、
イ
ン
ド
人
そ
し
て
中
国
人
の
利
益
を
代
表
さ
せ
る
の
が
よ
い
か
ど
う
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
﹇Proposals 1920:17

﹈。

ま
た
非
ビ
ル
マ
族
在
来
人
種
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
カ
ン
人
と
カ
レ
ン
人
が
数
の
上
で
卓
越
し
て
い
る
。
ア
ラ
カ
ン
人
は
、
ア
ラ
カ
ン
管
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区
の
地
方
お
よ
び
都
市
部
で
選
出
さ
れ
る
の
で
問
題
は
な
い
。「
カ
レ
ン
人
は
教
養
が
あ
り
教
育
を
受
け
て
い
る
」
が
、
下
ビ
ル
マ
の
い

ろ
い
ろ
な
県
に
分
散
し
て
お
り
通
常
の
方
法
で
は
、
確
実
に
代
表
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
他
の
人
種
や
利
益
団
体
も
同
様
に
代
表

権
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
五
議
席
を
、
選
挙
に
よ
っ
て
十
分
代
表
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
種
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
お
よ
び
利
益
団
体
の
た
め
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
﹇ibid:17

﹈、
と
し
て
い
た
。

そ
し
て
一
九
二
一
年
一
二
月
に
出
さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
委
員
会
の
報
告
書
（ 27
）
で
は
、
少
数
民
族
に
特
別
枠
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
ビ
ル
マ
族
の
反
対
が
あ
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
イ
ギ
リ
ス
系
イ
ン
ド
人
は
一
般
選
挙
で
は
、
選
ば
れ
そ
う
も
な
い
。
ま
た
イ

ン
ド
人
と
カ
レ
ン
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
こ
の
州
の
将
来
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
し
、
現
在
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
興
奮
が
鎮
ま
っ
た

時
に
は
、
ビ
ル
マ
の
政
治
に
一
定
の
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
一
定
の
議
席
を
与
え
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
カ
レ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
張
は
も
っ
と
も
で
あ
り
、
五
つ
の
県
に
特
別
の
選
挙
区
を
与
え
る
べ
き
と
考

え
る
。
ま
た
イ
ン
ド
人
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
選
挙
区
が
与
え
ら
れ
て
も
よ
か
ろ
う
。
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

要
求
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
実
質
的
意
味
を
見
出
せ
な
い
（ 28
）。

以
上
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
、
結
局
三
節
で
み
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
人
、
カ
レ
ン
人
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
イ
ギ
リ
ス
系
ビ
ル
マ
人
に
対

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
別
の
選
挙
区
と
、ビ
ル
マ
商
業
会
議
所
な
ど
の
た
め
六
つ
の
利
害
団
体
別
の
選
挙
区
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
ン
ド
本
土
と
異
な
り
、
ム
ス
リ
ム
を
優
遇
す
る
と
い
う
措
置
は
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
政
府
に
と
っ
て
重
要
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
配
慮
し
た
政
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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五　

ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
形
成

イ
エ
ガ
ー
は
、
植
民
地
化
以
前
か
ら
ビ
ル
マ
に
暮
ら
し
て
い
た
ム
ス
リ
ム
が
、
ラ
ン
グ
ー
ン
に
ビ
ル
マ
・
モ
ス
レ
ム
協
会
を
結
成
す
る

の
は
一
九
〇
九
年
一
二
月
一
二
日
で
、
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
、
イ
ン
ド
人
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
子
弟
教
育
や
親
睦
組
織
に
倣
っ
て
の
こ

と
で
あ
る
と
い
う
﹇Y

egar 1972:57

﹈。

視
線
の
共
有

し
か
し
、
そ
こ
に
は
政
治
的
思
惑
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
一
九
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
た
全
イ
ン
ド
・
ム
ス
リ
ム
連
盟
が
、
優
遇

措
置
を
も
と
め
て
、
イ
ン
ド
帝
国
の
各
地
で
集
会
を
ひ
ら
き
、
ラ
ン
グ
ー
ン
で
も
そ
う
し
た
要
求
が
決
議
さ
れ
て
い
た
﹇M

alik 2007: 

177

﹈。
こ
う
し
た
運
動
が
一
定
の
成
果
を
上
げ
、
別
個
の
選
挙
区
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
九
年
に
は
ラ
ン
グ
ー
ン
に

連
盟
の
支
部
が
作
ら
れ 

﹇T
arling 1994: 307
﹈、
同
じ
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
き
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
ビ
ル
マ
・

ム
ス
リ
ム
が
、
個
別
の
組
織
を
立
ち
上
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
八
九
一
年
の
セ
ン
サ
ス
時
、
ザ
ー
バ
デ
ィ
は
ビ
ル
マ
人
と
み
な
さ
れ
な
い
と
立
腹
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

た
ぶ
ん
イ
ン
ド
人
と
さ
れ
る
こ
と
忌
避
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
八
六
年
以
降
、
植
民
地
支
配
が
本
格
化
す
る
過
程
で
、
上
・
下

ビ
ル
マ
の
各
地
で
は
反
政
庁
蜂
起
が
相
次
い
だ
。
反
乱
軍
は
敵
を
「
カ
ラ
ー
」
や
「
外
道
」
と
し
、
住
民
が
こ
れ
に
与
し
た
ば
あ
い
、
そ

れ
も
襲
撃
の
対
象
と
し
た
﹇
伊
東 2003

﹈。
外
道
は
、
こ
の
場
合
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
カ
ラ
ー
は
西
洋
人
や
イ
ン
ド
人
を
意
味
す
る

が
、
当
時
、
軍
隊
や
警
察
官
の
主
要
構
成
員
は
イ
ン
ド
人
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
税
の
取
立
て
の
暴
力
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
も
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あ
り
、
憎
悪
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
ビ
ル
マ
人
に
よ
る
反
イ
ン
ド
人
感
情
は
、
こ
う
し
た
構
図
の
な
か
で
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
ビ
ル

マ
・
ム
ス
リ
ム
が
イ
ン
ド
人
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
〇
九
年
に
ビ
ル
マ
・
モ
ス
レ
ム
協
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
も
、
イ
ン
ド
人
と
の
間
に
線
を
引
き
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ

の
後
、
公
務
員
制
度
改
革
に
向
け
て
一
九
一
四
年
に
、
自
ら
の
立
場
や
権
利
を
守
る
た
め
覚
書
を
自
発
的
に
提
出
す
る
の
も
、
い
さ
さ
か

被
害
妄
想
的
で
は
あ
っ
た
が
、こ
う
し
た
情
勢
に
敏
感
の
反
応
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、ま
だ
公
式
に
ザ
ー

バ
デ
ィ
を
使
っ
て
お
り
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
と
い
う
呼
称
は
政
府
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
自
称
数
千
人
で
あ
り
、
こ
の
覚
書
を
提
出
し
た
の
は
有
志
一
〇
人
に
過
ぎ
な
い
。
各
地
に
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
団
体
が
形
成
さ

れ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
一
九
一
八
年
度
の
行
政
報
告
書
に
は
、
ビ
ル
マ
・
モ
ス
レ
ム
協
会
の
メ
ン
バ
ー
は
一
六
七
人
で
前
年
度
は

一
七
一
人
と
あ
る
﹇RAB 1918-19: 135
﹈（ 29
）。

非
イ
ン
ド
人

一
九
一
九
年
イ
ン
ド
統
治
法
改
正
に
と
も
な
う
一
九
二
一
年
の
ビ
ル
マ
統
治
法
は
、
住
民
が
選
挙
に
よ
っ
て
立
法
参
事
会
へ
参
加
す
る
道

を
開
い
た
が
、
選
挙
区
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
利
害
団
体
の
枠
を
設
定
し
た
。
こ
の
折
、「
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
き
た
る
べ
き
改
正
に
ビ
ル
マ
族
や
仏
教
徒
同
胞
に
与
え
ら
れ
る
の
と
同
様
な
権
利
と
特
権
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
嘆
願
」（ 30
）﹇Addresses 

1918:94

﹈
し
て
お
り
、
ビ
ル
マ
族
と
し
て
の
扱
い
を
も
と
め
て
い
た
。
カ
レ
ン
の
例
に
倣
い
、
こ
の
枠
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
、
ビ
ル
マ
・
ム

ス
リ
ム
は
一
挙
に
政
治
化
の
度
合
を
強
め
て
い
く
。
先
述
の
如
く
、
こ
の
統
治
法
は
一
〇
年
後
に
見
直
す
と
約
束
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の

段
階
で
な
し
え
て
い
な
か
っ
た
議
席
枠
の
獲
得
を
め
ざ
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
し
て
、
一
九
二
九
年
の
法
定
委
員
会
に
対
し
、
ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
の
圧
力
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
イ
ン
ド
人
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
か

ら
自
ら
の
立
場
を
守
る
た
め
、
正
当
な
る
政
治
的
権
利
と
「
無
力
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
に
必
要
な
保
護
的
措
置
を
要
求
す
る
。
具
体
的
に

は
、
す
べ
て
の
県
お
よ
び
町
区
委
員
会
、
村
落
委
員
会
、
教
育
評
議
会
、
市
政
機
関
、
公
共
機
関
、
そ
し
て
州
立
法
参
事
会
な
ど
の
議
席

そ
れ
ぞ
れ
に
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
特
別
割
り
当
て
を
掲
げ
た
。
か
れ
ら
は
、
国
家
建
設
の
過
程
で
、
非
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な
議
席
配
分

の
原
則
が
望
ま
し
い
こ
と
は
百
も
承
知
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
兄
弟
で
あ
る
ビ
ル
マ
族
に
よ
る
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
対
す

る
態
度
が
、
自
分
た
ち
を
不
安
に
陥
れ
る
の
で
、
政
府
機
関
の
役
職
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
数
に
応
じ
て
選
ぶ
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
族
で
あ
る
と

い
う
主
張
か
ら
一
転
し
て
、ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
と
の
違
い
を
鮮
明
に
打
ち
出
す
に
い
た
っ

た
。
た
だ
、
こ
の
段
階
で
は
、
未
だ
地
域
ご
と
に
必
ず
し
も
組
織
化
が
す
す
み
、
統
一

し
た
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
同
時
期
、
例
の
マ
ン
ダ
レ
ー
の
ム
ス
リ
ム
有

志
も
要
求
し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
そ
の
根
拠
と
し
て
、
識
字
率
に
関
す
る
セ
ン
サ
ス
の

数
字
（
表
4
）
を
問
題
に
す
る
。
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
男
性
は
ビ

ル
マ
人
、
ア
ラ
カ
ン
人
、
タ
ラ
イ
ン
（
モ
ン
）
人
、
イ
ン
ド
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
下
回

る
が
、
女
性
の
教
育
程
度
は
そ
の
頂
点
に
立
つ
と
し
た
。
た
し
か
に
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ

ム
女
性
の
識
字
率
は
、
数
字
の
う
え
で
は
カ
レ
ン
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ
ン
ド
人
キ
リ

ス
ト
教
徒
を
下
回
る
。
し
か
し
カ
レ
ン
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ
ン
ド
人
キ
リ
ス
ト
教
徒

表4　マンダレーのムスリム有志による識字率理解
（註）タラインはモンのこと。

千人あたりの識字率
人　　種 男 女

ビルマ 587 122
アラカン 479 60
タライン 402 101
カレン人仏教徒 211 49
カレン人キリスト教徒 393 277
インド人キリスト教徒 496 296
ビルマで生まれたヒンドゥー教徒 206 57
ビルマの外で生まれたヒンドゥー教徒 287 85
ビルマの外で生まれたモハメット教徒 359 83
ザバディーモハメット教徒つまり「ビ
ルマ・ムスリム」 401 163
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は
、
カ
レ
ン
人
と
イ
ン
ド
人
の
あ
い
だ
で
は
、
ほ
ん
の
一
握
り
に
過
ぎ
な
い
。
も
し
カ
レ
ン
人
、
イ
ン
ド
人
、
そ
し
て
ビ
ル
マ
人
ム
ス
リ

ム
全
体
で
、
こ
れ
ら
を
比
較
す
れ
ば
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
女
性
が
も
っ
と
も
高
く
な
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
分
析
の
当
否
は
さ
て
お
き
、

か
れ
ら
も
ま
た
、
政
庁
に
な
ら
っ
て
仏
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
な
ど
、
宗
教
を
基
準
と
し
て
そ
の
民
族
性
を
判
断
し
、
自
他
の
境
界
を
定
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

組
織
化

そ
し
て
こ
の
頃
に
な
る
と
、
イ
ン
ド
人
ム
ス
リ
ム
と
の
違
い
も
鮮
明
に
打
ち
出
す
よ
う
な
っ
た
。
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
は
、
か
ね
て
よ

り
ビ
ル
マ
に
設
立
さ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
学
校
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
に
次
い
で
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
問
題
に
し
、

こ
れ
に
か
え
て
ビ
ル
マ
語
を
教
授
す
る
こ
と
を
主
張
し
は
じ
め
る
。
一
九
二
九
年
の
一
二
月
二
六
日
ペ
グ
ー
で
開
催
さ
れ
た
ビ
ル
マ
・
イ

ス
ラ
ー
ム
教
育
会
議
の
お
り
、
こ
れ
を
提
案
す
る
も
イ
ン
ド
人
代
表
の
反
対
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
会
議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
、

新
た
に
独
自
の
「
全
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
教
育
会
議
（A

ll Burm
a M
uslim

 Educational Conference

）」
を
立
ち
上
げ
た
。
本
部
を

タ
ウ
ン
グ
ー
に
置
き
（ 31
）、
ビ
ル
マ
語
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
を
推
進
し
、
ビ
ル
マ
語
で
の
『
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
雑
誌
』
も
発
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
﹇T
in U
 1995: 62-63

﹈。

こ
の
新
教
育
会
議
は
、
一
九
三
一
年
の
セ
ン
サ
ス
時
に
お
い
て
、
ビ
ル
マ
在
来
の
住
民
と
し
て
の
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
設
け
る
よ
う
、
当
局
に
は
た
ら
き
か
け
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
は
、
ビ
ル
マ
人
で
あ
り
宗
教
は
イ
ス
ラ
ー
ム
と
回
答
す

る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
﹇ibid: 63-64

﹈。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
一
二
月
に
、
モ
ー
ル
メ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
全
ビ
ル
マ
・
ム
ス

リ
ム
教
育
会
議
大
会
で
は
、
ビ
ル
マ
政
府
が
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
を
ひ
と
つ
の
人
種
と
し
て
認
定
し
、
社
会
、
教
育
、
経
済
に
お
い
て
個
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別
に
対
応
す
る
よ
う
、
ま
た
、
ビ
ル
マ
に
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
学
校
に
お
い
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
は
別
と
し
て
、
ビ
ル
マ
語
に
よ
っ
て
宗
教
教

育
を
お
こ
な
う
こ
と
を
義
務
付
け
る
よ
う
、
決
議
し
た
。

そ
し
て
、
一
九
三
一
年
一
一
月
の
ビ
ル
マ
円
卓
会
議
で
も
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
に
議
席
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
受
け
、
そ
の
翌
月
の
二
八
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
、
全
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
教
育
会
議
は
第
二
回
の
大
会
を
ヤ
メ
ー
デ
ィ
ン
で
開
催

す
る
。
こ
こ
に
は
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
当
代
知
識
人
が
参
集
し
、
ト
ゥ
ー
リ
ヤ
新
聞
社
も
招
か
れ
た
。
一
二
月
二
六
日
の
「
ト
ゥ
ー
リ

ヤ
」
紙
で
は
、
こ
の
件
を
一
面
ト
ッ
プ
で
大
々
的
に
と
り
上
げ
て
い
る
（
図
1
）。
こ
こ
に
は
、
イ
ン
ド
・
ム
ス
リ
ム
と
袂
を
分
か
ち
、

前
年
に
全
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
教
育
会
議
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
、
そ
の
最
た
る
理
由
は
ビ
ル
マ
語
に
よ
る
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
こ
と
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
ま
っ
と
う
な
こ
と
で
、
そ
れ
は
か
れ
ら
が
ビ
ル
マ
在
来
の
住
民
で
あ
り
、
我
々
も
イ
ス
ラ
ー
ム
教
な
ど
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
来
る
べ
き
立
法
参
事
会
の
選
挙
で
は
同
じ
ビ
ル
マ
民
族
と

し
て
手
を
携
え
、
こ
れ
を
繁
栄
に
導
く
べ
く
団
結
の
道
を
さ
ぐ
っ
て
い

く
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
大
会
を
大
い
に
歓
迎
し
た
い
、
と
し
て
い
る

﹇Thuriya

：26,D
ec. 1931

﹈。
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
活
動
や
思
想
を

広
く
知
ら
し
め
た
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
記
事
の
意
味
は
大
き
い
。

こ
こ
で
の
決
議
文
に
は
、
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
政
府
は
我
わ
れ
を
ビ

ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
と
し
て
登
録
す
る
よ
う
、
そ
し
て
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の

否
定
を
通
し
て
イ
ン
ド
人
ム
ス
リ
ム
と
の
決
別
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い

る
。
一
九
三
二
年
五
月
一
八
日
タ
ウ
ン
グ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
大

図 1　 ビルマ・ムスリムの動きを大々的に報じ
たトゥーリヤ紙の記事
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会
で
も
引
き
続
き
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
時
、
政
治
の
一
大
問
題
と
な
っ
て
い
た
イ
ン
ド
か
ら
の
分
離
に
つ
い

て
、
イ
ン
ド
人
の
影
響
が
排
除
で
き
る
と
い
う
意
味
で
こ
れ
に
賛
成
し
、
Ｇ
Ｃ
Ｂ
Ａ
（
ビ
ル
マ
人
団
体
総
評
議
会
）
に
倣
い
、「
ビ
ル
マ
・

ム
ス
リ
ム
団
体
総
評
議
会
」（
Ｇ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
Ａ
）
を
立
ち
上
げ
、
二
一
人
党
（ 32
）
と
協
調
し
て
中
央
政
治
に
も
積
極
的
関
与
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
﹇T

in U
 1995: 71-73

﹈。

非
ビ
ル
マ
族

そ
し
て
、
サ
イ
モ
ン
委
員
会
以
来
、
紆
余
曲
折
を
経
た
、
ビ
ル
マ
に
関
す
る
新
統
治
体
制
が
一
九
三
四
年
の
合
同
委
員
会
で
、
そ
の
骨

格
が
定
ま
る
。
こ
れ
に
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
要
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
や
、
一
節
で
扱
っ
た
抗
議
活
動
が

展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
前
述
の
よ
う
に
、
全
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
教
育
会
議
や
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
団
体
総
評
議
会
が
組
織
さ
れ

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
各
地
の
団
体
が
完
全
に
統
合
さ
れ
て
い
た
と
は
い
い
が
た
か
っ
た
。

し
か
し
こ
こ
で
提
出
さ
れ
た
覚
書
に
は
、
自
ら
は
宗
教
が
異
な
る
だ
け
で
、
ビ
ル
マ
族
で
あ
る
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
れ

と
は
区
別
し
て
独
自
の
代
表
を
、
当
時
住
民
が
唯
一
国
政
に
関
与
で
き
る
立
法
参
事
会
へ
代
表
を
送
り
込
も
う
と
し
て
い
る
の
は
、「
感

覚
か
ら
い
っ
て
も
政
治
的
見
解
に
お
い
て
も
真
の
ビ
ル
マ
族
」
と
は
考
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
数
が
三
〇
万
人
に
達
す
る
こ

と
に
つ
い
て
政
府
側
は
否
定
し
て
い
た
し
、
全
国
的
に
み
て
一
枚
岩
の
組
織
が
成
立
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
宗
教
そ
し
て
思
想
・
信
条
・

習
慣
・
伝
統
な
ど
の
着
目
し
、
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
が
イ
ン
ド
人
と
は
明
確
に
異
な
る
と
す
る
、
ひ
と
つ
の
政
治
集
団
と
し
て
の
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
が
、
ビ
ル
マ
の
中
に
ま
ぎ
れ
も
な
く
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
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お
わ
り
に

植
民
地
ビ
ル
マ
に
お
い
て
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
と
い
う
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
契
機
は
、
ま
ず
イ
ン
ド
帝
国
内
で
ム
ス
リ
ム

が
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
出
現
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
主
要
な
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
イ
ン
ド
の
植
民
地
政
府
が
こ
れ
を
公

式
に
認
知
し
、
そ
の
個
別
利
益
を
擁
護
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
が
ビ
ル
マ
に
お
い
て
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
協
会
の
設
立

を
促
す
。
す
で
に
そ
こ
で
は
、
多
数
派
ビ
ル
マ
族
の
宗
教
や
習
慣
を
基
本
と
し
た
政
策
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
当
初
は
単
に
非
イ
ン
ド
人

と
し
て
こ
れ
に
含
ま
れ
る
べ
く
、
そ
し
て
後
に
は
こ
れ
と
は
決
別
し
、
非
イ
ン
ド
人
ム
ス
リ
ム
と
し
て
、
各
地
に
同
胞
を
発
見
し
つ
つ
新

た
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

植
民
地
下
に
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
中
央
集
権
化
政
策
は
言
語
、
制
度
、
習
慣
な
ど
の
一
元
化
を
通
し
て
進
め
ら
れ
る
。
こ
の
過

程
で
、
政
府
や
社
会
に
対
す
る
不
満
は
、
言
語
や
習
慣
の
違
い
に
着
目
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
の
境
界
を
設
定
し
た
集
団
を
作
り
あ
げ

て
い
く
。
こ
う
し
て
ひ
と
つ
の
支
配
空
間
つ
ま
り
政
治
空
間
に
、
文
化
の
違
い
に
よ
る
多
数
派
と
少
数
派
が
生
み
出
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

政
策
は
多
数
派
を
意
識
し
て
進
め
ら
れ
、
少
数
派
は
諸
権
利
の
保
護
、
社
会
的
格
差
の
是
正
を
、
こ
れ
ま
た
文
化
の
違
い
を
楯
に
し
て
と

な
え
て
い
く
が
、
そ
れ
は
実
現
し
な
い
。
い
ま
や
多
数
派
は
、
少
数
派
と
資
源
を
争
奪
す
る
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
多

数
派
は
少
数
派
を
鏡
と
し
て
自
画
像
を
形
成
し
、こ
れ
を
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
少
数
派
は
消
滅
す
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
集
団
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。

何
を
も
っ
て
ひ
と
つ
の
民
族
・
人
種
と
定
義
す
る
か
に
も
よ
る
が
、
英
領
ビ
ル
マ
で
は
宗
教
が
最
も
重
要
な
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

同
一
地
域
に
居
住
し
、
経
済
生
活
や
風
俗
・
習
慣
を
と
も
に
し
て
き
た
歴
史
や
言
語
を
重
視
す
る
例
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
宗
教
が
注
目
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さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
や
ビ
ル
マ
を
支
配
す
る
際
に
、
先
ず
も
っ
て
宗
教
に
着
目
し
、
と
り
わ
け
民
事
に
つ
い

て
は
こ
れ
を
当
該
の
宗
教
法
に
よ
っ
て
処
理
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
因
ろ
う
（ 33
）。
宗
教
を
中
心
と
し
て
分
類
し
た
「
人
種
」
や
「
部
族
」

に
よ
っ
て
法
の
適
用
を
変
え
る
の
は
、
中
央
集
権
的
一
元
化
に
よ
っ
て
起
こ
る
不
満
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
分
割
支
配
」
の
た

め
に
意
図
的
に
お
こ
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
や
「
分
割
支
配
」
は
、
む
し
ろ
住
民
を
「
平
等
に
」
支
配
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
境
界
線
は
、
中
央
集
権
化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
線
が
際
立
ち
、
相
互
の
対
立
に
発
展
す
る

の
は
、
一
定
の
政
策
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
よ
く
植
民
地
政
庁
に
よ
る
「
分
割
支
配
」
が
そ
の
後
の
民
族
問
題
の
原
因
で

あ
る
と
い
う
。
宗
教
や
民
族
、
地
域
、
カ
ー
ス
ト
ご
と
に
支
配
を
変
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な
対
立
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、こ
れ
で
は
植
民
地
支
配
を
受
け
て
い
な
い
国
で
の
民
族
問
題
の
発
生
を
説
明
で
き
な
い
。
ま
た
「
分
割
支
配
」
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、

本
来
的
に
民
族
や
人
種
の
区
分
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
理
解
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
平
等
と
い
う
原
則
の
も
と
に
ひ
と
つ
の
文
化
に

基
づ
く
一
元
的
支
配
を
お
こ
な
い
、
そ
こ
に
出
現
し
た
「
文
化
」
に
配
慮
し
た
政
治
を
行
っ
た
結
果
、
住
民
も
ま
た
こ
う
し
た
視
線
を
共

有
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

主
要
民
族
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
そ
の
胎
内
に
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
作
り
あ
げ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
た
し
か
に
イ
ン
ド
に

お
い
て
ム
ス
リ
ム
優
遇
策
が
は
じ
ま
る
以
前
か
ら
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な
問
題
は
発
生
し
て
い
た
。
一
八
九
〇
年
代
イ
ン
ド
全
土
で
反
牝
牛
屠
殺

運
動
が
広
ま
り
、
こ
れ
は
ム
ス
リ
ム
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
﹇
チ
ャ
ン
ド
ラ2001: 271

﹈。
ラ
ン
グ
ー
ン
で
も
す
で
に
、

こ
れ
を
原
因
と
し
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
ム
ス
リ
ム
の
抗
争
が
、
一
八
九
三
年
六
月
に
発
生
し
、
鎮
圧
に
乗
り
出
し
た
武
装
警
察
の
発
砲
に
死

者
一
五
名
負
傷
者
九
名
を
出
し
て
い
る
（ 34
）。
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ま
た
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
デ
ル
タ
に
お
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
消
滅
に
よ
り
、
す
で
に
「
イ
ン
ド
人
の
ま
ち
」
と
な
っ
て
い
た
ラ
ン

グ
ー
ン
に
ビ
ル
マ
人
が
流
入
し
、
そ
の
都
市
開
発
に
よ
る
い
び
つ
な
居
住
空
間
の
形
成
を
背
景
と
し
て
、
一
九
三
〇
年
に
は
仕
事
の
奪
い

合
い
に
起
因
し
た
イ
ン
ド
人
排
撃
暴
動
が
勃
発
す
る
﹇
長
田 2016

﹈。

そ
れ
に
、
反
英
蜂
起
は
一
九
世
紀
末
か
ら
散
発
的
に
発
生
し
て
い
た
が
、
二
〇
世
紀
の
一
〇
年
代
か
ら
、
農
村
部
に
お
い
て
は
ウ
ン
タ
ー
ヌ・

ア
テ
ィ
ン
（
民
族
主
義
者
の
結
社
）
と
呼
ば
れ
る
政
治
団
体
の
活
動
が
盛
ん
と
な
る
。
一
九
二
〇
年
に
は
、
都
市
部
に
お
い
て
反
英
・
民
族
主

義
勢
力
の
連
合
体
で
あ
る
Ｇ
Ｃ
Ｂ
Ａ
が
結
成
さ
れ
、
農
村
部
の
ウ
ン
タ
ー
ヌ
結
社
と
結
び
つ
き
全
国
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
僧
侶
の

政
治
的
組
織
で
あ
る
Ｇ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
（
サ
ン
ガ
団
体
協
議
会
） 

の
主
導
の
も
と
、ウ
ン
タ
ー
ヌ
結
社
に
加
わ
っ
た
農
民
大
衆
の
活
動
が
活
発
化
す
る
。

こ
う
し
た
な
か
個
人
の
苦
楽
は
、
前
世
の
因
縁
や
自
己
の
積
ん
だ
功
徳
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
自
己
の
生
活

が
困
窮
す
る
原
因
を
作
っ
て
い
る
の
は
、
税
金
を
払
っ
て
い
る
国
家
で
あ
る
と
い
う
認
識
へ
変
化
し
つ
つ
も
、
三
〇
年
代
は
じ
め
ま
で
の
民
衆

運
動
は
、
仏
教
的
倫
理
規
範
を
中
核
と
し
て
展
開
し
て
い
た
﹇
伊
東 1994

﹈。
ビ
ル
マ
族
仏
教
徒
を
中
心
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
胎
動

と
も
い
う
べ
き
状
況
が
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
に
危
機
感
を
抱
か
せ
、
か
れ
ら
を
し
て
、
植
民
地
政
府
へ
の
保
護
を
訴
え
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
は
こ
れ
以
外
に
、自
ら
の
存
在
を
主
張
し
守
っ
て
も
ら
う
以
外
方
法
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、ビ
ル
マ
族
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
生
じ
さ
せ
た
の
も
ま
た
植
民
地
政
府
に
よ
る
統
治
の
結
果
で
あ
る
。「
異
民
族
」の
支
配
に
よ
っ

て
、
自
然
に
仏
教
徒
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
生
起
し
た
の
で
は
な
い
。
植
民
地
政
府
が
、
宗
教
を
中
心
と
す
る
民
族
観
を
も
っ
て
、
支
配
に

の
ぞ
ん
だ
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
の
原
因
で
あ
っ
た
。
宗
教
を
民
族
な
る
共
同
体
の
性
格
を
決
定
す
る
重
要
な
要
素
と
考
え
た
結
果
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。
日
本
人
は
神
道
、
中
国
人
は
道
教
、
儒
教
、
イ
ギ
リ
ス
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
は
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る

と
し
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
に
加
え
言
語
、
風
俗
、
習
慣
、
経
済
生
活
な
ど
本
源
的
紐
帯
に
よ
っ
て
な
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
、
植
民
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地
的
収
奪
を
正
当
化
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
、
こ
れ
を
実
行
し
て
い
っ
た
。
ビ
ル
マ
人
は
仏
教
を
信
仰
す
る
民
族
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
た

結
果
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
側
も
自
ら
の
「
文
化
」
は
仏
教
に
根
差
す
と
考
え
、
反
政
庁
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ビ
ル
マ

に
お
け
る
民
族
運
動
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
団
体
が
，
青
年
仏
教
徒
連
盟
（
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
と
し
て
誕
生
し
た
こ
と
は
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
結
局
、
政
治
過
程
の
な
か
で
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
を
析
出
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
過
程
に
お
い
て
政
庁
は
、
必
ず
し
も
そ
う
し
た
性
格
を
有
し
な
い
植
民
地
運
動
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
仏
教
復
興
を
と

な
え
、
仏
教
僧
が
中
心
に
な
っ
た
運
動
と
し
て
こ
れ
を
理
解
し
て
い
っ
た
。
被
支
配
者
側
に
お
い
て
も
、
仏
教
徒
ビ
ル
マ
人
と
い
う
自
画

像
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
過
程
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
非
仏
教
徒
は
周
縁
化
さ
れ
て
い
く
。
微
妙
な
立
場
に
立
た
さ
れ
た
ビ
ル
マ
・

ム
ス
リ
ム
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
一
員
に
加
え
て
も
ら
う
た
め
、
当
初
は
ビ
ル
マ
文
化
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
同
時
に
植

民
地
期
に
入
っ
て
き
た
イ
ン
ド
人
と
の
差
別
化
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
ビ
ル
マ
人
も
同
じ
問

題
を
抱
え
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
そ
の
数
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
そ
の
政
治
的
経
済
的
意
味
も
重
視
さ
れ
ず
、
植
民
地
政
府
の
注
意

を
ほ
と
ん
ど
引
か
な
か
っ
た
（ 35
）。
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
も
結
果
的
に
、
こ
れ
と
同
じ
扱
い
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

ネ
イ
シ
ョ
ン
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
、
そ
の
本
来
的
に
有
す
る
性
質
に
よ
り
、
近
代
に
な
っ
て
自
然
に
姿
を
現
し
た
の
で
な
い
。「
文
化
」

を
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
た
一
元
的
支
配
の
も
と
で
生
成
す
る
。
し
か
も
ビ
ル
マ
の
場
合
は
、
自
治
権
が
徐
々
に
拡
大
さ
れ
は
じ
め
た

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
統
治
制
度
の
改
革
が
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
生
成
に
大
き
く
か
か
わ
っ
た
。
こ
こ
で
は
ビ
ル
マ
・
ム
ス

リ
ム
の
事
例
で
こ
の
こ
と
を
検
討
し
て
き
た
が
、
ビ
ル
マ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
こ
の
時
期
活
発
化
す
る
の
も
、
同
じ
事
情
に
よ
る
も
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
カ
レ
ン
や
モ
ン
、
そ
れ
に
シ
ャ
ン
な
ど
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
、
如

上
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
る
な
ら
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
生
成
に
つ
い
て
の
歴
史
化
が
さ
ら
に
明
確
に
な
る
に
違
い
な
い
。
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註

（
1
） 
以
下
、
植
民
地
文
書
に
あ
ら
わ
れ
るBurm

a M
uslim

 

は
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
、Burm

ese M
uslim

 

は
ビ
ル
マ
人
ム
ス
リ
ム
、Burm

a 
M
oslem

 

は
ビ
ル
マ
・
モ
ス
レ
ム
、M

uham
m
adan

（M
oham

m
edan

）
は
モ
ハ
メ
ッ
ト
教
徒
と
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
本
稿
の
考
察
で
明
ら
か
に

な
る
が
、
す
く
な
く
と
も
一
九
三
四
年
段
階
ま
で
当
事
者
はM

uham
m
adan

（M
oham

m
edan

）
以
外
は
、Burm

a M
uslim

（M
oslem

）
と

Burm
ese M

uslim

は
、
い
ず
れ
も
ビ
ル
マ
語
でM

yanm
a M

utslin 

（M
osalin

）
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
物
と
し
て
使
い
分
け
て
は
い
な
か
っ
た
。
ち

な
み
に
、
現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
ビ
ル
マ
（
バ
マ
ー
）
は
、
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
文
書
に
よ
っ
て
混
乱
は
あ
る
も
の
の
、
通
常Burm

ese

（
ビ

ル
マ
人
）
とBurm

an
（
ビ
ル
マ
族
）
で
使
い
分
け
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
こ
の
用
法
を
使
用
す
る
。

（
2
） Reactions and Representations in Burm

a, Follow
ing Publication of Report of Joint Com

m
ittee on Indian Constitutional 

Reform
 IO
R:  M

/1/100 P. &
 J. 

（B

） 788.

（
3
） 

具
体
的
に
は
、T

he W
hyte Com

m
ittee on Burm

a Reform
s, T
he Royal Indian Statutory Com

m
ission, T

he Burm
a Round T

able 
Conference

な
る
三
つ
の
会
議
体
。

（
4
） 

ビ
ル
マ
語
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
を
行
う
学
校
の
こ
と
（
後
述
）。

（
5
） T

o Right H
on’ble Sir Sam

uel H
oare, Bt., G.B.E., C.M

.G., M
.P., India O

ffice, London. T
he H

um
ble M

em
orial of 3

Lakhs Burm
a 

M
uslim

s Born or Settled D
ow
n in Burm

a.

（
6
） 

社
会
に
対
す
る
功
労
者
に
与
え
ら
れ
る
、K

aisar-i-H
ind M

edal

を
受
賞
し
て
い
る
。
一
九
一
三
年
二
月
段
階
で
は
、A

ssistant, Bom
bay 

Burm
a T
rading Corporation, V

ice President of Burm
a M
oslem

 Society, T
rustee of M

oja M
osque

と
な
っ
て
い
る
。
表
3
参
照
。

（
7
） T

he M
em
orandum

 of the Burm
a M
uslim

 Com
m
unity to the Royal Statutory Com

m
ission. IO

R: Q
/13/1/7, item

 17. E-Bur-977.

（
8
） 

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
﹇Y

egar 1972: 58-59

﹈
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
9
） 

一
九
一
九
年
の
イ
ン
ド
統
治
法
が
一
九
二
三
年
に
ビ
ル
マ
州
に
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
） T
he M

em
orandum

 from
 the U

pper Burm
a M
uslim

s. 

（H
onorary Secretary ‒ M

aung T
haw
, 84

th Street, K
aya-uk-tw

e-D
en, 

M
andaly

） IO
R:  Q

/13/1/7. E-Bur-993.

五
名
と
は
、
ウ
ー
・
ピ
ェ
ー
ラ
（U

 H
pay Latt

） B.A
, B.L

、
ウ
ー
・
ミ
ャ
（U

 M
ya

）（（
1
）
検
察
官
）、
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Ｉ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
バ
ワ
（Baw

a

）（
商
人
）、
ハ
ジ　

Ｍ
・
イ
ス
マ
イ
ル
（H

aji M
.Ism
al

）（
弁
護
士
）、
モ
ウ
ル
ヴ
ィ
・
モ
ハ
メ
ッ
ト
・
フ
セ
イ
ン
（M

oulvi 
M
oham

ed H
ussein

）。

（
11
） Bur-0-7:  Seventh m

eeting of the Com
m
ission, D

eputations from
 the British Burm

an A
ssociation, the K

aren Elders and the 
K
aren N

ational A
ssociation, the Burm

a M
uslim

 Society, the M
uslim

 League, Burm
a, and the Provincial T

anzim
 Com

m
ittee 

called and exam
ined. IO

R/Q
/13/1/33, item

 7.

（
12
） 

イ
エ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
七
年
末
に
イ
ン
ド
事
務
相
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
が

イ
ン
ド
統
治
法
の
改
変
に
関
し
て
、
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
際
、
ビ
ル
マ
政
府
の
好

意
よ
り
、
こ
れ
に
覚
書
を
送
り
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
利
益
の
保
護
と
、
立

法
参
事
会
で
の
個
別
議
席
を
願
い
出
た
と
い
う
﹇Y
egar 1972

：57-58

﹈。
ま

た
﹇T

in U
 1995:56

﹈
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
委
員
会
に
対
し
て
，
セ
ン
サ
ス
に
お

い
て
、
イ
ン
ド
人
ム
ス
リ
ム
と
と
も
に
、
ザ
ー
バ
デ
ィ
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

は
な
く
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
と
い
う
項
目
を
つ
く
り
、
そ
の
正
確
な
人
数
を

記
録
し
、
こ
れ
に
見
合
っ
た
議
員
枠
を
設
定
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
、
と
あ
る
。

（
13
） V

oluntary Subm
issions in answ

er to the R
oyal C

om
m
ission’s 

questions relating to the Indian and Provincial Civil Services, Burm
a:  

M
em
orial on behalf of the Zerbadi Com

m
unity.IO

R/Q
/2/3/130.

 
 

宛
先
は T
he Chairm

an and other M
em
bers of the Public Service 

C
om
m
ission

と
し
、T

he H
um
ble M

em
orial of the U

ndersigned 
M
em
bers Resident in Rangoon of the Zerbadi Com

m
unity

な
る
タ
イ

ト
ル
の
も
と
、
レ
タ
ー
用
紙
一
枚
半
程
度
に
要
望
文
が
印
刷
さ
れ
、
二
枚
目
の
下

半
分
に
名
前
、住
所
、職
業
を
記
入
で
き
る
よ
う
な
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ち
ょ

表 3　1913年覚書の提出メンバー
Sof Zaw Lynn Aung

No. Name Address Occupation
1. Sof S.A. Rahman 3 Victoria Avenue Barrister at Law, President , Burma

Moslem Association
2. Sof Mg Ba ah 39 Park Road Asst (Assistant) Bombay Burma Trading

Corporation, Vice President of Burma
Moslem Society, Trustee of Moja
Mosque

3. Sof Mohammed
Cassim

35th Street Asst (Assistant) of George Gosdon ,
Managing Trustee of Moja Mosque

4. Sof M. Usoof naikwara 52 Mg Tawlay Street Grantee Broker to Moess George Gold
leaf ? Company Limited

5. Sof Mohammed Jan 78 Mogul Street Rice Mill Owner

6. Sof A.K. Emanjan 66 Mogul Street Do (Rice Mill Owner) and Manager
Moslem High School

7. Sof E.H Moosajee
Jsukai

66 Mg Tawlay Street Barrister at Law

8. Sof Hashin Jaroot ally 71 28th Street Land Lord, Trustee of Jumma Mosque

9. Sof Maung Hmaw 43, 26th Street Land Lord, Trustee of Khayan Mosque
and President of Islamic Society
Rangoon

10. Sof Aboo Zaffer
Koriashee

28, 39th Street Merchant and Honorary Magistrate
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う
ど
署
名
簿
の
よ
う
な
か
た
ち
に
な
っ
て
お
り
、
賛
同
者
が
順
次
記
入
で
き
る
よ
う
な
っ
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
表
3
の
一
〇
名
が
記
入
さ
れ
た
文

書
が
二
部
と
、
何
も
名
前
が
は
い
っ
て
い
な
い
も
の
が
一
部
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
署
名
欄
の
筆
跡
を
み
る
と
、
同
一
人
が
清
書
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
14
） Royal C

om
m

ission on the Public Services in India. Appendix to the report of the com
m

issioners. Volum
e II. M

inutes of evidence taken 

before the Royal C
om

m
ission on the Public Services in India at Rangoon. W

ednesday 5
th February 1913. p.258.

（
15
） 

本
節
は
主
と
し
て
、﹇Christian 1942

﹈ ﹇
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 1943

﹈
に
基
づ
く
。

（
16
） 

議
事
録
は
註
11
。
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
代
表
と
し
て
証
言
に
立
っ
た
の
は
、
前
記
一
九
一
三
年
二
月
一
五
日
付
け
の
「
ザ
ー
バ
デ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
ラ
ン
グ
ー
ン
在
住
下
記
署
名
者
に
よ
る
拙
い
覚
書
」
を
提
出
し
た
、
ビ
ル
マ
・
モ
ス
レ
ム
連
合
代
表
の
Ｓ
・
Ａ
・
ラ
ー
マ
ン
で
あ
る
。 

（
17
） 

ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
も
イ
ン
ド
人
と
は
別
に
独
自
の
代
表
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
一
九
三
一
年
一
〇
月
二
五
日
に
会
議
を
開
き
、
政
府
に
は
た
ら
き

か
け
る
こ
と
を
決
議
し
た
が 
﹇T

in U
 1995:67

﹈ 

、
こ
れ
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
知
事
と
の
直
接
交
渉
に
よ
り
、
ビ
ル
マ
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
て
い
た

ウ
ー
・
ア
ウ
ン
・
テ
ィ
ン
に
、
名
目
上
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
代
表
も
兼
ね
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
﹇Y

egar 1972:62

﹈。

（
18
） 

こ
の
内
訳
は
、
ビ
ル
マ
人
商
業
会
議
所
一
、
イ
ン
ド
人
商
業
会
議
所
二
、
ナ
ッ
ツ
コ
ッ
タ
イ
・
チ
ェ
テ
ィ
ヤ
ー
連
合
会
一
、
ビ
ル
マ
商
業
会
議
所
五
、

ラ
ン
グ
ー
ン
貿
易
連
合
会
一
、
中
国
人
商
業
会
議
所
一
で
あ
る
。

（
19
） 

こ
の
会
議
で
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
た
め
に
議
席
配
分
を
訴
え
た
の
は
、
ビ
ル
マ
側
代
表
の
一
員
で
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
ウ
ー
・
ア
ウ
ン
・
テ
ィ
ン
で

あ
る
。
彼
は
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
代
理
で
も
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
か
れ
ら
が
そ
の
宗
教
や
教
義
、
相
続
法
に
、
何
の
制
限
も
な
く
従
う
権
利
を
要

求
し
、
宗
教
に
基
づ
く
差
別
が
お
き
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
﹇Burm

a Round Table C
onference Proceedings 1932:95

﹈
が
、
こ
れ
は
そ
の
要
望
か

ら
や
や
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
20
） 

註
11
の
議
事
録
。

（
21
） M

em
orandum

 by the Governm
ent of Burm

a on the Representation of M
inorities, Legislature-Low

er H
ouse, Com

position and 
Representation of M

inorities and Special interests. IO
R:  M

/1/13.

（
22
） 

シ
ュ
エ
ボ
ー
の
北
、
ミ
エ
ド
ゥ
ー
地
区
に
王
国
時
代
か
ら
居
住
す
る
ム
ス
リ
ム
。
パ
テ
ィ
ー
と
も
称
さ
れ
、
ア
ラ
カ
ン
か
ら
連
行
さ
れ
た
戦
争
捕
虜

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
で
に
居
住
地
も
ま
っ
た
く
異
な
り
、
日
常
的
な
関
係
は
皆
無
で
あ
る
に
、
出
自
が
同
じ
と
い
う
こ
と
で
、
ア
ラ
カ
ン
の
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ム
ス
リ
ム
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
23
） 
コ
ン
バ
ウ
ン
王
国
時
代
一
九
世
紀
は
じ
め
の
「
百
一
の
人
種
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
﹇
伊
東2015

﹈ ﹇
伊
東2015

﹈。

（
24
） Proposals of the governm

ent of India for A N
ew

 constitution for Burm
a. Presented to Parliam

ent by C
om

m
and of H

is M
ajesty. London:  

Printed and Published by H
is M
ajesty’s O

ffice, 1920.

（
25
） Resolution by the Governm

ent of Burm
a. Extract from

 the Proceedings of the Governm
ent of Burm

a in the General 
D
epartm

ent
―N

o.1L.-7, dated the 17
th D
ecem

ber, 1918.　

こ
の
文
書
は
註
24
の
提
案
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
。

（
26
） 

こ
の
文
書
で
は
、
通
例
と
異
な
りBurm

an

を
ビ
ル
マ
人
，Burm

ese

を
ビ
ル
マ
族
と
し
て
い
る
。

（
27
） Burm

a Reform
s Com

m
ittee, From

 T
he H

on’ble M
r. A
.F. W

hyte, Chairm
an, Burm

a Reform
s Com

m
ittee, T

o H
is Excellency 

T
he Governor-General in Council. D

ated Rangoon, the 14th D
ecem

ber 1921.

（
28
） 

各
地
で
行
わ
れ
た
意
見
聴
取
に
ザ
ー
バ
デ
ィ
と
し
て
応
じ
た
の
は
、
マ
ン
ダ
レ
ー
で
は
ピ
ン
マ
ナ
市
の
弁
護
士
マ
ウ
ン
・
カ
ン
・
ボ
ー
、
ヤ
メ
ー
デ
ィ

ン
市
の
マ
ウ
ン
・
ミ
ン
・
デ
ィ
ン
、
マ
ダ
ヤ
町
の
弁
護
士
マ
ウ
ン
・
チ
ッ
・
ペ
ー
、
バ
セ
イ
ン
で
は
ミ
ャ
ン
ミ
ャ
県
エ
イ
ン
メ
ー
町
の
長
マ
ウ
ン
・
ペ
ー

で
あ
る
﹇
註
（
27
）﹈。

（
29
） 

一
九
一
六
年
度
は
一
四
六
人
﹇RAB 1917-18: 147

﹈。
他
の
年
度
の
行
政
報
告
書
に
は
、
記
載
が
な
い
。
イ
エ
ガ
ー
も
、
こ
の
会
を
結
成
後
、
地
方

に
支
部
を
開
設
し
よ
う
と
し
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
そ
の
努
力
は
実
ら
な
か
っ
た
と
い
う
﹇Y

egar 1972: 58-59

﹈。

（
30
） 

註
12
参
照
。

（
31
） 

表
1
⑤
参
照
。
こ
の
ム
ス
リ
ム
学
校
は
、
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
の
教
育
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
32
） 

一
九
二
二
年
両
頭
制
に
よ
る
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
Ｇ
Ｃ
Ｂ
Ａ
か
ら
離
脱
し
、
ウ
ー
・
バ
ー
・
ペ
ー
ら
が
作
っ
た
党
の
呼
称
。
こ
の
ウ
ー
・
バ
ー
・

ペ
ー
は
ビ
ル
マ
円
卓
会
議
で
ビ
ル
マ
・
ム
ス
リ
ム
に
議
員
枠
を
あ
た
え
る
こ
と
に
賛
成
す
る
発
言
を
し
て
い
た
。
ま
た
一
九
一
一
年
に
は
ト
ゥ
ー
リ
ヤ

新
聞
社
を
設
立
し
て
い
る
。

（
33
） 

イ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
た
同
様
の
施
策
に
つ
い
て
は
﹇
粟
屋 2014: 4-16

﹈。

（
34
） Riots betw

een M
oham

m
edans and H

indus at Rangoon, 

25 Jul 1893. IO
R/ L/PJ/6/354 File N

o. 1532.
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（
35
） 

ビ
ル  

マ
政
府
改
革
局
（Reform

 O
ffice

）
に
よ
る
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
代
表
権
に
関
す
る
ビ
ル
マ
政
府
の
覚
書
」（
秘
）
に
は
、ビ
ル
マ・ク
リ
ス
チ
ャ
ン
か
ら
、

 
　
　
　

 

立
法
議
会
に
お
け
る
個
別
の
代
表
権
の
付
与
に
つ
い
て
特
別
の
要
求
は
な
か
っ
た
。
ビ
ル
マ
委
員
会
で
の
、
個
別
の
代
表
権
に
た
い
す
る
請
願

は
な
さ
れ
た
が
、
政
府
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
。
ビ
ル
マ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
一
九
三
一
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
一
一
、〇
〇
〇
人
で
、

ビ
ル
マ
全
土
に
居
住
し
て
い
る
。
／
た
と
え
か
れ
ら
の
要
求
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
数
か
ら
し
て
、
下
院
の
規
模
が
ど
う
な
ろ
う
と

一
議
席
も
与
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
か
れ
ら
の
分
布
か
ら
し
て
、
個
別
の
選
挙
区
を
創
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
理
由
の
み

か
ら
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
個
別
の
代
表
権
を
あ
た
え
る
こ
と
に
賛
成
し
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ビ
ル
マ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
い
て
宗
教
の
み
に
基
づ
い
て
個
別
の
代
表
権
は
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
段
階
で
、
あ
ら
た
な
亀
裂
を
導
入
す

る
こ
と
に
反
対
す
る

 
 

と
記
さ
れ
て
い
る
。

史
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